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安夕影の漫文漫画における都市風景の研究

申 明 直

1.は じ め に

 1.研 究 の 目的 と研 究史 の検 討

 安 夕 影 の`漫 文 漫 画'は1920年 代 中 盤 か ら1930年 代 中盤 に か け て く朝 鮮 日報 〉， 〈時 代 日

報 〉， 〈新 聞 春 秋 〉 な どの 新 聞 ， 雑 誌 に 主 に 発 表 され た 。 戯 画 化 した`文'と `画'で 構 成

され た彼 の 作 品 は， 当 時 の 新 聞 と雑 誌 に載 った 数 多 くの 文 学 作 品 に 関 す る研 究 で も， 殆 ど

注 目 され なか っ た。 そ れ は， 漫 文 漫 画 とい う独 特 な ジ ャ ン ルの 性 格 に よ る もの だ と言 え る

だ ろ う。 しか し， 安 夕 影 の`漫 文 漫 画'は ，`文'が 備 え て い る`叙 事 性'と`画'が 備

え て い る`直 接 性'を 通 し て`近 代'と い う こ とが 日 常 の 領 域 へ 入 り始 め た20年 代

末 ，30年 代 初 の 風 景 を適 切 に捉 えて い る とい う点 で ， 非 常 に時 事 的 で あ る。

 彼 の 作 品 に 対 す る研 究 は ，`漫 文 漫 画'或 は`漫 画'に 関 す る一 般 論 を扱 う 中 で ，部 分

的 に言 及 して い る程 度 で ， ま だ本 格 的 に は研 究 され て い ない 。 と は言 って も， チ ェ ・ヨル

は安 夕影 の作 品 の歴 史 的性 格 と美 的特 質 に興 味 を示 した 。 彼 は80年 代 後 半 か ら安 夕 影 と

キ ム ・ボ ク ジ ンな ど20～30年 代 の 民 族 美 術 と関連 して い た画 家 達 を研 究 しな が ら， 安 夕

影 の`漫 文 漫 画'と い うジ ャ ンル に つ い て も言 及 しだ した の で あ る。 だ か ら，彼 が 関心 を

寄 せ た 部 分 もや は り`漫 文 漫 画'の 美 的特 質 を 明 らか に す る こ と よ り， 主 に 日帝 下 の美 術

運 動 史 にそ の 焦 点 が 当 て られ て い た1)。 安 夕影 の 作 品 に対 して も`漫 文 漫 画'よ りは ， よ

1) 植民 地時代の`美 術 運動 史'関 連 には，『韓 国近代 美術 の歴 史』，悦話 堂，1997。 「1928-1932

 年間の美術論研究」，『韓 国近代美術 史学 』，青 年社，1994。/「 韓国現代 美術 運動 史」， ドルベ

 ギ ェ，1994。/`民 族 漫 画運 動'関 連 に は， 「1920年 代 の 民 族漫 画運 動」，『歴 史 批 評』第2

 集，1988春 。/「 黎明期 の作 家た ち一 一韓 国漫 画の探求7」， 『漫 画広場』，1988.4./『 韓 国漫

 画の歴史』，悦話堂，1995。 等があ る。
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り社会批判が強調された20年 代中盤の時事漫画に注 目した。これとは異な り』，1920年 代

の3代 民間誌，即ち朝鮮，東亜，時代 日報の漫画に，特に注 目したのは`韓 国漫画通史'

を書いた孫相翼2)という人であった。彼の…番の関心分野は時事漫画を中心として当時の

漫画を概括することにあったが，`漫 画'と いうジャンルと`漫 文漫画'と の違い，20～

30年 代の`漫 文漫画'の 作家達に対する概括的な整理もやはり彼によって試みられた。

 しか し，こうした論文の大部分は，日帝下の時事漫画或は新聞漫画，漫画一般などを概

括する内容で，文と画の全般と `新聞'と いう媒体との連関性を示してはいるが，安夕影

の`漫 文漫画'に 関 して具体的に言及した り，或はその美的特質を明かすことはできてい

ない。

 本稿はこのような日帝下の美術運動史と漫画誌の中で，部分的に触れられてきた安夕影

の`漫 文漫画'に 関する研究を参考に，1920年 代後半と1930年 代前半の`植 民地的近代

都市'で ある京城の様々な日常生活の風景を描いている安夕影の`漫 文漫画'に ついての

詳細な読解，特にそのジャンル的な特質と美的特質に関する研究である。

 2.研 究 方 法

 安 夕 影 の`漫 文 漫 画'を 研 究 す る た め， 最 初 に探 る べ き もの は彼 の`対 象'に 向 け た

`視線 で あ る
。 対 象 に 向 け た 彼 の 視 線 に は 単 純 な知 覚 作 用 と し て の`視 覚(vision)'以

上 の も の が 感 じ ら れ る が ， そ れ は 間 違 い な く， 主 体 の`志 向 性'を 含 む`視 線(re-

gard)'で あ る。 彼 の`視 線 は 近 代 的 な風 景 を単 に観 て い るだ け の`群 衆 の 視 線'と は

異 な る もの で あ る 。`群 衆 の視 線 とい うの は`個 人性'の な い`匿 名 性'の そ れ で あ る

反 面 ， 彼 の 視 線 は近 代 的 な 風 景 に 一 定 の 態 度 を 堅 持 した ま ま， 自覚 一認 識 して い る3>。

`怠け な が らの ん きに 歩 い て る 傍 観 者'の 視 線 で は な く
，`一 生 懸 命 に 歩 き回 りな が ら探 求

す る者'の 視 線 を意 味 す る の で あ る。 そ うい うわ け で ，彼 の 視 線 はM .フ ー コ ー が 言 及

して きた ， 近 代 の`瞬 間 的 で ， 流 動 し， 偶 然 的 な物 事'を 単純 に 受 容 して 認識 す る こ とで

は な く， 自分 自身 との 関 連 下 で 一・定 の 態 度 を維 持 す る`散 歩 す る者'の 視 線 に近 接 して い

2) 孫相翼， 「1920年代の民 間誌 に現れ る新聞漫画の役割研究」，中央大学新 聞放送大学 院の修士

 論文，1997。 安夕影の`漫 文漫画'と チェ ヨンス，金 キュテ ク，林ホ ンウ ン等の漫文 漫画 を概

 括的 に紹介 した ものが 『韓国漫画通史』(プ レス ビル，1996)。

3) 自分の個人性 を失った`匿 名性'の 群衆 と，群衆 に魅惑 されたが群衆 と距離 を置い て彼 等 を

 批判的 な視線で眺めてい る`真 正 な散策者'を ベ ンヤ ミンは区分 してい る(W.ベ ンヤ ミン，

 『ベ ンヤ ミンの文芸理論』，バ ン ・ソ ンワン訳 ，民 音社 ，1983，pp 139-140)。
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るだろう4)。

 彼のこうした視線が留まったところは，しか し`広 くて大きな単位'で はなく，`狭 い

観察空間'の 中での物質生活の風景なのである。彼の`漫 文漫画'が 載った新聞の雑報面

(faits divers)の 日常事のように，小さくて狭い生活空間の中での日常に彼は注 目する。

だが，彼は日常にそのまま埋もれているわけではない。F.プ ロデルが述べたように，日

常事の中で繰 り返されている物事か ら，彼は一つの普遍的な現象，つまり`一 般性'或 は

構 造'を 見出したのである5)。彼が注目しようとした階級階層の二項対立的な性格 もや

は りこのような日常事の中から見付けているので，彼の政治的な見解がそれなりの説得力

を持つのも彼の`漫 文漫画'が 備えている現実 との`連 関性`の おかげである。

 彼が1920年 代末 一30年 代初の京城の繰 り返されていた`日 常事'の 中か ら見付けたの

は`日 常'に 内面化した`植 民地的近代'の 二重的なイメージということである。 という

のは，M.バ ーマンが述べてきた`幻 想'と`絶 望 の経験 と類似す るものであろう。

`新しい'近 代が見せてくれる美 しくて夢のような現実
，つ まり`幻 想 と，そのような

夢に近付 くことので きない生活現実が示す 絶 望 の経験それ自体であるのだ6)。

 安夕影の`漫 文漫画'に 描写された近代都市である京城の`日 常事'に 見られるそうし

た`幻 想'と`絶 望'の 二重的な性格は，特に近代都市である京城の`植 民地'的 な性格

によってより一層 強められる。`博：覧会 と百貨店'な どは近代への誘惑を強く促すが，新

たな消費を作 り出すための`近 代'の 企画にこたえる`植 民地'で ある朝鮮の人々の需要

能力は貧困なこと極まりなかった。華やかなショーウィンドーで京城の人々を誘 うだけで

はなく， 博 覧会'を 開いて，所謂田舎の`ボ ッタリ'(背 負い商人)や 人々さえ誘おうと

してみるけれども，溢れる近代都会の供給と比べて物凄く足 りない`植 民地'で ある朝鮮

の需要能力はいつも瀕死の状態である。このような近代の供給と `植民地'的 な需要の間

の大 きな乖離は，結局資本主義一般の危機に繋がっていき，そのような危機によって苦し

められていた京城の人達の風景を安夕影は見逃さなかった。

 安夕影は`植 民地的近代'の 風景の中で，特に外圧的な，或は内面化された`植 民地規

4)M.フ ー コ ー， 「啓 蒙 は何 か 」， 「フー コー とバ バ マ ス を越 えて 』， 教 保 文 庫 ，1990，p263。

5)F.プ ロ デ ル ， 『物 質 文 明 と 資 本 主 義1-1， 日 常 生 活 の 構 造 』， ジ ュ ・キ ョ ン チ ョ ル 訳 ， カ

 チ ，1995，p25。

6)M.バ ー マ ンは “近代 性 が創 造 した価 値 の 名 前 で 近 代 生 活 を 非 難 す る の は ア イ ロ ニ ー で あ り，

 矛 盾 で あ り，多 音 性 的 と弁 証 法 ” で あ る と言 っ た(M.バ ー マ ン， 『現 代 性 の 経 験 』，現 代 美 学

 峯土，1995，p22)0
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律権カワ)に注目する。`巡 査'で 代表される外圧的規律 と内面化された経済的規律を彼は

形象化したわけである。文化住宅，或は20年 代末，30年 代初の歳暮風景がこれに当たる

だろう。南村 と北村で二分化 した植民地型近代都市である京城の風景や，映画 ・音楽 ・ダ

ンス ・スポーツのような近代文化にも彼はその中に内在 した植民地型規律というものを見

出している。近代的な結婚文化や家族関係などもやはり同様である。エレン ・ケイや厨川

自村の近代恋愛観とか，コロンタイの，所謂`赤 い恋愛'式 の愛の形が植民地的な現実に

よっていかに変貌させられるのかを彼は鋭く探 り出している。

 安 夕 影 の`漫 文 漫 画'は ， また`慣 習 的 記 号'と して の 文 章 と `アイ コ ン的記 号'と し

て の絵 の`関 係 的構 成物'で あ り得 るが8)， よ り直接 的 で 煽 動 的 な新 聞`漫 画'が 植 民 権

力 の 弾圧 に よっ て発 表 し難 くな っ て か ら生 じた`社 会歴 史'的 な産 物 と して で もあ り得 る

だ ろ う。

 安夕影の`漫 文漫画'で は`画'の 形象化方式もやは りとても特別な意味がある。現そ

うとする対象と視線の距離，角度，照明或は絵の文体や線の形態にしたがって，現そうと

する意味網は作品により鮮明に浮き彫 りにされるし，そうではないかもしれないのである。

特に，対象と視線の距離は，それが`遠 い距離 なのか`短 い距離 なのかによって`理

性的で客観的な性向'を 現すこともで きるし，強烈で極端な感情を表現することもできる

わけである9)。絵の文体によって身体の割合或は特徴が決め られることもある。絵の文体

が 省 略体'な のか`細 密体'な のかによって，対象の感情と行動コードはより強調され

て形象化されることもあるだろう10)。

 対象と背景線，効果背景なども現そうとする物事 と深 く関連 している。対象人物の背景

をどういう線，或は背景で処理するのかによって，対象人物の内面心理が当惑 しているこ

とかもしれないし，夢見ているように希望的なことかもしれないし，厳酷な当時の現実を

表すことかもしれない。S.マ ックルー ドはこのように人間の感情(心 の中の風景)の よ

うな`見 えない内面世界'を`見 える世界'で 形象化する独特な言語 を`視 覚隠喩記号'

7) キ ム ・ジ ンキ ュ ン ーチ ョ ン ・ク ン シ ク， 「植 民 地 体 制 と近 代 的 規 律 」， 『近 代 主 体 と植 民 地 規 律

 権 力 』，1998， 文 化 科 学 社 ，pp 23-25。

8) 1.M.ロ トマ ン(大 石 雅 彦 訳) ， 『映 画 の 記 号 論 』 の 「序 論 」 部 分 ， 平 凡 社 ，1987。

9) ア ン ・ス チ ョル ， 『漫 画演 出』， ク ル ノ ンウ リムバ ト，1996，pp 95-107。

10) 人物 描 写 につ い て， 性 格 創 造 と感 情 一行 動 の 表 象 を四 方 田 犬 彦 は`登 場 人物 の コー ド'
，`感

 情 の コ ー ド'，`行 動 の コ ー ド'と 説 明 し なが ら， 手塚 治 虫 の 「落盤 』 で の 人 物 の 内 面心 理 と絵

 の 文 体 の 連 関 性 に関 して 説 明 した(四 方 田 犬 彦 ， 『漫 画 原 論 』， ち くま学 芸 文 庫 ，1999，pp 243-

 253)Q
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だと説明したことがあるll)。 W.カ ンディンスキーもやはり 線'の 種類にしたがって，

それが示す感情が異なると述べたが，`水平線 は “冷たくて無限の感じ”を，`垂直線

は “無限で暖かい感じ”，`対 角線'は 冷たい感 じと暖かい感 じが一・緒に感 じられると説明

したことがある12)。安夕影の`漫 文漫画'の 背景線は対象人物のこうした内面心理を現す

ところで度々使われている。本稿ではこのような方法論を根拠 として安夕影の`漫 文漫

画'に 現れている植民地近代を眺める視線 と近代主体，植民地近代都市の文化の二重性な

どについて探ってみることにする。

n.安 夕 影 と`漫 文 漫 画'と い う ジ ャ ンル

 安 夕 影 は演 劇 俳 優 ， 舞 台 装 置 美 術 家 ， 西 洋 画 家 ， 漫 文 漫 画 ・漫 画 及 び 詩 ・小 説 ・戯 曲 ・

シナ リ オの 作 家 ， 映 画 監 督 な ど多 様 な ジ ャ ンル の 芸術 活 動 を して きた 。文 化 統 治 が始 まっ

た1920年 代 初 め の 頃 か ら旺 盛 な 作 品 活 動 を始 め た 彼 は， 植 民 統 治 の 初 期 に は マ ル キ シ ス

トで あ った が ， 映 画 製 作 に専 念 した 日帝 末 期 に は 親 日へ 傾 い て し ま う。

 漫 文 漫 画 とい うの は`文'と`画'が 結 合 した ジ ャ ンル で あ る 。 そ れ も単 純 な 結合 で は

な く，`文'と`画'が 結 合 して 各 々の ア イ デ ン テ ィ テ ィー と独 自性 を維 持 し なが ら も，

これ らが 相 互 結 合 した`有 機 的 全 体 と して の 第 三 の テ キ ス トだ と言 え る だ ろ う。`画'

が 備 え て い る対 象 に 対 す る指 示 的 な性 格 と`文 章'が 備 え て い る概 念 的 ・超 感 性 的 な性

格B)が そ れぞ れ 自分 の 機 能 を維 持 しなが ら， 互 い の 言 語 で 相 互 交 換 す る独 特 な 言 語 構 造 で

漫 文 漫 画 が 成 り立 っ て い る。`文'が 持 つ`抽 象 性'と `画'が 持 つ`具 象性'が 相 互 浸

透 しなが ら， 原 始 の象 形 文 字 で 発 見 され る`話 し'と `見ぜ の 絶 妙 な結 合 を漫 文 漫 画 で

も見 出す こ とが で きるか らで あ る。

 こ れ を1.M.ロ トマ ン は`慣 習 的 な 記 号'と`ア イ コ ン 的 な 記 号'で 説 明 す る。

`コ ー ド'を 持 っ て い る
， 抽 象 的 で`叙 事'の 機 能 を持 っ て い る 言 語 芸 術 の 記 号 を彼 は

`慣習 的 な 記 号'と し
，`投 影'の 法 則 に従 い なが ら易 し く理 解 で き る 造 形 芸 術 の 記 号 を

`ア イ コ ン的 な記 号'だ と説 明 した の で あ る
。 “ア イ コ ン的 な記 号 と慣 習 的 な記 号 の 世 界 と

い うの は一単 に共 存 して い る の で は な く， 絶 え 間 な い相 互 作 用 ， 不 断 の 相 互 移 行 ， 相 互 排 除

す る ” こ と と同様 に ，漫 文 漫 画 で の`文'の テ キ ス トと`画'の テ キ ス トもや は り続 々 と

11) S.マ ック ル ー ド， 『漫 画 の理 解 』， ア ル ム ツ リ，1996，pp 135-141。

12)W.カ ンデ ィ ンス キ ー ， 『点 ・線 ・面 』， 悦 話 堂 ，2000，pp 47-49。

13) 木 股 知 史， 「イ メー ジの 図 像 学  反 転 す る視 線 』， 自 地 社 ，1992，pp 64-78。

                  123



相 互移 行 ，相.互排 除 して い る の で あ る。

 安 夕 影 の`漫 文 漫 画'の 作 品 ， 「黒 猫 ・白 猫 一3」 と 「聖 な る 行 列 」 を 見 て み よ う。

“太
って い る野 良 猫 が ね ず み 一ひ よ こ ・い た ち ・鰊 ・こい ・す ず め を雌 猫 の 前 に捕 ま え て

置 い た ら百 匹 も千 匹 もそ の 後 ろ を追 って くるの だ ” とい う内 容 の`文'と ， あ る 王冠 を か

ぶ っ た ブ ル ジ ョア が 黄 金 を撒 き散 らす と， そ の 前 に 走 っ て く る裸 の 女 性 達 の`画'(画

1)は 二つ の言 語 が 互 い に相 互 浸 透 ， 相 互 移 行 す る場 合 で あ る。 王 冠 をか ぶ っ た ブ ル ジ ョ

アの 様 子 を描 い て い る `画'の 言 葉 は`太 っ て い る野 良猫'と い う `文'の 言 葉 と相 互 浸

透 し， そ の 人 が 黄 金 を撒 き散 らす とそ の前 に走 っ て くる女 性 達 の様 子 を描 い て い る`画'

の 言 葉 は ，野 良 猫 に従 う “雌 猫 ” を書 い た`文'の 言 葉 と相 互 浸 透 ， 交 換 しなが ら， ブ ル

ジ ョア に 向 か う作 家 の批 判 は全 く新 た な イ メ ー ジ と遭 遇 す る こ と に な るわ け で あ る。

 作 品 「聖 な る 行 列 」 は， これ ら と違 って ，`文'と`画'の 二 つ の 言 語 が`相 互 排 除'

しなが ら相 互 浸 透 す る 場 合 で あ る。 “阿 房 宮 で 花 の 影 へ 移 ” っ て い る “彼 らの`聖 な る 行

列'” とい う `文'の 言 葉 と は異 な り， マ フ ラ ー を 長 く垂 ら した キ ー セ ン(妓 生)を 連 れ

て コー トの 裾 で 大 き く出 て い る 腹 を隠 した ま ま歩 い て い る 人 々 の`聖 な る'と は 見 え な い

戯 化 体 の`画'の 言 葉(画2)は 相 互 干 渉 ， 排 除 しなが ら， 新 た な 反 語 的 な イ メー ジ を創

出 す る 。 まる で マ ル グ リ トの “こ れ は パ イ プ で は な い ” とい う `文'と パ イ プが 描 い て あ

る`絵'の 逆 説 の よ うに14)，二 つ の 言語 は互 い に排 除 しなが らも 関係 し， ま た相 互 浸 透 ，

交換 しな が ら新 た な イ メ ー ジ ，新 しい言 語 と して機 能 す る よ う に な っ たの で あ る15)。

 しか し，漫 文 漫 画 を単 な る`文'と `画'と の`関 係 的 構 成 物'と して だ け 理 解 す るの

は`漫 文 漫 画'が 持 っ て い る社 会 歴 史的 な性 格 を正 し く分 か って い ない こ と に な る16)。最

初 は`漫 画'を 描 い た 安 夕 影 が 以 降`漫 文 漫 画'に 変 わ った こ と も， 当 時 の 暴圧 的 に 行 わ

れ た 植 民 地 弾 圧 を避 け るた め の 苦 肉 の 策 だ っ た と言 え る の で あ る。 よ り直接 的 な言 説 を発

話 す る`漫 画'と い う ジ ャ ン ル の`吹 き出 し'に か わ り，`漫 文 漫 画'の 叙 述 文 の 影 に 自

分 の 身 を隠 した わ け で あ る。 こ れ は30年 代 新 聞 ・雑 誌 で`時 事 漫 画'が 殆 どな くな り，

`漫文 漫 画'が 中 心 の ジ ャ ンル と して登 場 した と い う事 実 で 再 確 認 す る こ とが
で きる だ ろ

う。`時 事 漫 画'が 許 され な か っ た 社 会 歴 史 的 な 条件 との 妥 協 と して ，30年 代 の都 会 の 風

14) M.フ ー コー ， 『これ は パ イプ で は ない 』， 風 崎 光 一 ・清 水 正 訳 ， 哲 学 書 房 ，1986。

15) `文'と`画'の 関 係 に つ い て ，S.マ ッ ク ル ー ドは`文'を 意 味(meaning)の 世 界 で ，

 `画'を 外 形(resembling)の 世 界 で 説 明 しな が ら， この 二 つ の 統 一 ， 分 離 ， 再 統 一・の 過 程 が 即

 ち表 現 の 歴 史だ と説 明 した(「 漫 画の 理 解 』， ア ル ム ツ リ，1996)

16) チ ェ ・ユ チ ャ ン， 「文 学 の ジ ャ ンル 」， 『文 学 と社 会 』， 実 践 文 学 社 ，1996，pp 288-297。
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景を中心 とした`漫 文漫画'と いうジャンルが生成 ・発展してきたということが分かるよ

うになるのである17)。

 安夕影に続 き，30年 代の 〈東亜日報〉を中心 として漫文漫画を描いた催永洙は`漫 文

漫画'の かわりに，`漫画漫文'と いう用語も混ぜて使った。`文'の 方がより強調される

場合は`漫 文漫画'が ，`画'の 方が強調される場合は`漫 画漫文'と いう用語を使った

わけである。しかし，両方の間の区分はあまり厳 しくなかったし，特に区分なしに一緒に

雑ぜて使われたことが多かった。

 `漫画漫文'と いう用語を初めて使用したのは日本の岡本一平である。彼が最初に漫画

漫文を描いた時期は1913年 であ り，1910年 代にあった明治天皇暗殺企図という事件以後，

沢山の社会主義者や共産主義者が検挙され，社会主義者十二名が処刑される，所謂`大 逆

事件'が 起きた直後のことである。激 しい弾圧の狂風が煽ると当時の諷刺雑誌の諷刺力も

落ちてしまって漫画雑誌の休廃刊が続 く状況で18)，日本の`漫 画漫文'と いうジャンルが

生 じたわけである。“鋭 くて諷刺的だけど，そんなに不快ではなく，残酷ではない”19)即

ち，`文'と`画'が 結合された迂回的な世態諷刺のジャンルが，本格的な社会批判がで

きな くなってしまった社会歴史的な背景を土台 として生成されたということである。

 日本では1910年 代と20年 代 にかけて，〈読売新聞〉の近藤浩一・や主に 〈講談社〉の雑

誌に寄稿 した吉岡鳥平などによって`漫 画漫文'は 初めて一つの時代 を共有する一・つの

ジャンル として落ちつ くことがで きるようになった。1930年 代の植民地朝鮮 も同様で

あった。安夕影が 〈朝鮮 日報〉の学芸部長を歴任 していた1930年 には`漫 画漫文'が 新

春文芸の一部門として募集公告されたこともあったという事実がこれをよく物語っている

だろう。当時の募集公告には “1930年 を懐古した り1931年 を展望 したりするもので，時

事 ・時代 ・風潮を素材として，文は一・行十四字五十行以内”という `漫画漫文'の 形式が

17) `漫文 漫 画'は`文'と`画'そ して そ の 背 景 と して の`新 聞 記 事'が そ れ ぞ れ の テ キ ス トの

 問 に 相 厘関 連 さ れ る 。 漫 画 と新 聞 記 事 の`テ キ ス ト相 互 関 連 性'に 関 す る論 文 と して は フ ァ

 ン ・ジ ウ の 論 文 が あ る(「 権 力 に 対 す る`笑 い'」， 『文 化 研 究 ど の よ う に す る の か 』，pp 229-

 235)。

18) 1910年 代 の 大 正 の 前 半 期 に休 廃 刊 され た 漫 画 雑 誌 と して は 当 時 最 高 の 人 気 が あ っ た 『大 阪 滑

 稽 新 聞 』 と 「東 京 パ ッ ク』 等 も含 まれ た(清 水 勲 ， 『図 説一 漫 画 の 歴 史』， 河 出 書 房 新 社 ，1999，

 pp 36-43)0

19)小 説 家 の 夏 凵漱 石 が 岡本 一・平 の 漫 画 漫 文 に対 す る評(清 水 勲 ・湯 本 豪 一， 『漫 画 と小 説 の は ざ

 ま で 』， 文 芸 春 秋 ，1994，p54)， 「画3」 は`ア イ ス ク リ ー ム 屋 の 戦 争'と い う 『街 頭 小 品

 (1)』(1913.6.26.)で あ る(清 水 勲 編 ， 『岡 本 一 平 漫 文 漫 画 集 』， 岩 波 文 庫 ，p19)。
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明 示 され て い る 。 短 編 小 説 ， 詩 ，学 生 文 芸 ， 少年 文 芸 と共 に`文 芸'と い う一 つ の ジ ャ ン

ル と して 分 類 され て 募 集 公 告(画4)さ れ た もの な の で あ る。`漫 文 漫 画'が20年 代 末 か

ら1930年 代 を経 由 す る一 つ の 文 芸 ジ ャ ンル と して分 明 に 定 着 した とい う こ とが 分 か るで

あ ろ う。

m.`植 民 地 近 代'を 眺 め る視 線

 1.近 代の誘惑と植民地の限界

 1) 博覧会と百貨店一`近 代'の 誘惑

 百貨店のショーウィンドーとその中に飾られている珍 しい商品，そしてマネキンか ら散

歩する者は強い近代の体臭を感じるだろう。数年に一度 ずつ回って来る博覧会も同じこと

である。博覧会が開かれるのを知 らす大型のアーチと博覧会場にはためいている五色紙に

驚異の視線を送ることもある。 しか し，「散策者」は近代化を急がす驚異的な物事に単に

魅了されているだけではない。彼らの視線は時々冷た く批判的である。

 特に，近代への誘惑を強 く催促するものであるほど彼らの視線はより厳しくなるのであ

る。博覧会や百貨店の場合がまさにそうである。近代への`強 い誘惑'を 感じるものの，

同時に彼らはそれが持っている植民地的な限界を感知する。植民国である日本の莫大な

`供給'を 需要する `消費地'と して
，被植民国である朝鮮の近代は完成 していったわけ

である。植民国である日本が供給する，あらゆる(百)， 商品(貨)を 陳列 した`百 貨

店'と ，数多くの(博)品 物を見せて(覧)新 たな消費を誘 う`博 覧会'の 風景 というの

はそれ自体が`植 民地的近代'の 表象だと言えるだろう。

 散歩する者は`百 貨店'の 建物そのものが`大 型のガラス'で 作 られた場所で`消 費

者'を 呼んでいる強い誘惑の手を発見する。作品 「暴露主義の商店街」を見てみよう。

“商品が外から見られなければならない”20)ので`百 貨店'の 建物は鉄骨と`ガ
ラス'で 作

られているのである.消 費者の視線を集めるため，商品をショーケースに置くのではなく，

商品が飾ってある建物全体を`ガ ラズ で作ったわけである。`消 費 の創出の前提条件

は商品を見せ，そのものに欲望を持たせることだとしたら，中が鮮明に見える百貨店の

`ガラス'は`消 費'を 誘うための必須条件になるであろう
。

 `ショップガール'も 同 じである。植民地の消費者の足 を誘導す るためには百貨店の

20) 「暴露.L義 の商店街」，『漫画ページ』，〈朝鮮 日報〉，1934.5.14.
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シ ョップ ガ ー ル の 美 貌 も とて も大 事 な こ とで あ る。 絵 は この`シ ョッ プ ガー ル'の イ メー

ジを よ り強 調 して形 象 化 して い る(画5)。4-5階 の 百 貨 店 の 建 物 の`ガ ラ ス'い っ ぱ い

に 描 い て あ る`シ ョ ップ ガ ー ル'の イ メ ー ジ は植 民 地 の 消 費者 に向 か う強 い 誘 惑 の 手 を意

味 す る 。

 消 費 の創 出 の た め の 百 貨店 の`企 画'は もち ろ ん`大 型 の シ ョー ケー ズ や`シ ョッ プ

ガ ー ル'だ け で終 わ る わ け で は な い。 よ り もの めず ら しい`近 代'的 な機 器 を置 い て お き，

よ り多 くの消 費 の創 出 を 企 て る。 そ の最 も代 表 的 な もの は， 当時 と して は最 先 端 の 機 器 で

あ っ た`エ レベ ー ター'で あ る。

 京城 の “他 の所 は み な取 り引 きが な い か も しれ な いが ”，`百 貨 店'だ け は盛 ん な理 由 を

散 歩 す る 者 は`エ レベ ー ター'に 見 出 して る 。 “百 貨 店 の エ レベ ー ター の 寒 気 が す る か ら

百 貨 店 に 出 勤 ” を す る “エ レベ ー ター に は ま っ て し ま っ た ” 人 々が21)買 っ て 帰 る 物 は

“買 わ な くて も よ い もの ” ば か りで あ る
。 新 しい 近 代 機 器 の`エ レベ ー タ ー'に よっ て 必

要 以.ヒの消 費 の誘 惑 に成 功 した とい う こ と を分 か る だ ろ う。 絵 の 中の 百 貨 店 の 前 に は`エ

レベ ー ター'22)に 乗 っ て売 り場 へ 向 か お う とす る人 達 と`百 貨 店 の 上 層 階 の 食 堂'に あ が

ろ う とす る恋 人達 で長 蛇 の列 に な っ て い る(画6)。

 百 貨 店 が こ の よ うに主 に植 民 地 で あ る朝 鮮 の首 都 の 京 城 に住 んで い る人 々の 消 費 を狙 っ

た物 だ と した ら，博 覧 会 は都 会 を脱 して そ の消 費 を朝 鮮 の 全 域 に拡 大 させ るた め の 企 画 だ

と言 え る だ ろ う。 博 覧 会 が 始 ま る と ソ ウ ル の 人 口 は30万 か ら “百 万 或 は2百 万 名 ” に増

え て い た そ うで あ る。 田 舎 の 人達 は 田 を売 っ た り畑 を売 っ た り して上 京 し， 近 代 が 作 り出

した`人 工 都 市'を 鑑 賞 し，珍 しい近 代 の商 品 を新 た に味 わ っ た後 ， 新 た な近 代 の 消 費 者

と して登 録 す る。

 総 督 府 が 開催 した 二 回 目の博 覧 会23)が ま だ 三 ヶ月 も残 っ て い るの に， ソ ウ ル の 人 々 も

田 舎 の 人 々 も大 騒 ぎで あ る。 彼 らは 自分 が い く ら損 を し て も必 ず モ ダ ンボ ー イ ・モ ダ ン

ガ ー ル ， そ してバ ス を見 物 しな け れ ば と意 気 込 んで い る24)。彼 ら は`モ ダ ン ボー イ とモ ダ

ンガ ー ル'を 通 して洋 服 や 洋 靴 や 洋 品 の流 行 を学 ぶ が ， そ の 瞬 間彼 ら は植 民 地 近 代 の 捕 虜

 21) 「昇降機の魅 力」，『晩秋風 景』 一9，〈朝鮮 日報〉，1933.10.29.

 22) 日本は1911年 自木屋 百貨店に昇降機 を，そ して1914年 三越百 貨店にエ スカ レー ターを初め

  てに設置 した(初 田亨，『百貨店の誕生』，ち くま学芸 文庫，1984，p136)。

 23) 植民地時代の博：覧会は，1915年9月11日 か ら10月31口 まで51日 間慶福宮 の裏で，1929年

  9月12冂 か ら10月31日 まで50日 間，1940年 に開催 された`施 政30周 年記念博：覧会'と 三度

  開催 された(孫 禎睦，「日帝強占期の都 市社 会相研 究』，一志 社，1996，pp 202-211)。

 24) 「博 覧会狂」，『漫文漫 画一 都会風 景』 一4，〈朝鮮 日報〉，1929.6.8.
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になる。植民地資本主義の忠実な消費者になったわけである。博：覧会を通 して，植民国の

日本の資本は植民地である朝鮮の京城の人々に近代の品物を宣伝するのに忙 しく，京城の

人達はまた違う意味の植民地の田舎`ボ ッタリ'の “涙で濡れた銭”を狙 うのに忙 しい。

 絵の中の博覧会の建物は新しい消費者を迎え入れるために両腕を広げたまま笑っていて，

入口には万国旗が翻っている。紙幣と銅銭が五色紙のかわりに振 りまかれる博覧会が終わ

ると，植民国である日本の資本が太い金のカバ ンを持って本国に帰る仕度をする(画7)。

全朝鮮的な需要を作 り出すための博覧会の主催側の準備 も様々である。九月に開かれる博：

覧会のポスターを三ヶ月前の六月から貼 ったり `博覧会アーチ'25)も 一 ヶ月前から建て

るのに慌ただ しい。それでも，博覧会で何より目に立つのは`マ ネキンガール'の 出現で

ある。

 博覧会が`植 民地近代'へ の誘惑のために企画されたという事実は`マ ネキンガール'

を見るとす ぐに分かる。`マ ナキンガール'が 日本から輸入 されたという事実自体がそう

である。更に日本の`マ ネキンガール'が 立てられている “京城府の旧庁舎”という所が

昔の漢城府の旧庁舎の位置にかわって建てられた`三 越'百 貨店だという事実を想起 して

みると，博覧会の宣伝のために日本から`マ ネキンガール'を 輸入した理由が何であるか

が簡単に分かるだろう。散歩する者は日本から輸入してきた`マ ネキンガール'と これを

見に来た数多 くの群衆を見つめている。彼らの視線は`マ ネキンガール'を 見ている群衆

の視線の裏側へ焦点を合わせている。日帝の “`マネキンガール'を 招いて(画8)こ の

国土の人達を全て`マ ネキン'の ようにさせて” しまった博覧会の主催側を彼らはかな り

気にくわないと思っている。近代の魔術 に惑わされて`マ ネキン'に なってしまった26)

朝鮮のモダンガール ・モダンボーイに対 してももちろん同様である。

 2) 百 貨 店 と博 覧 会 一 植 民 地 の 限 界

 植 民 地 で あ る朝 鮮 で の 需 要 創 出の ため の こ う した 日帝 の 多 様 な近 代 政 策 は ， しか し， い

つ も貧 弱 な需 要 の 壁 にぶ つ か って しま う。 特 に， 消 費 に比 べ て 生 産 が 絶 対 的 に貧 弱 な都 市

の京 城 の場 合 ， そ の 奇 形 性 に よ って 新 た な需 要 の 創 出 とい うの は根 元 的 な限 界 を持 って い

た。 そ うい うわ けで ， 都 会 だ けで な く植 民 地 で あ る朝 鮮 の 全 国 土 を対 象 と して 新 た な需 要

創 出 を 図 っ て い たが ， そ れ もや は り絶 対 的 な貧 困 の 壁 を乗 り越 え る こ とが で き なか った 。

原 因 は植 民 地 で あ る朝 鮮 の 貧 弱 な生 産 基 盤 の せ い で あ った 。

 25) 「暇人」， 「口曜漫画』 一1， 〈朝鮮 日報〉，1929.8.25.

 26) 「どっちがマ ネキ ンか?」 ，『日曜漫画』，1929.9.8.
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 散歩する者は博覧会を見に続々と上京して くる`ボ ッタリ'た ちを見ながら，既に限界

点に到達 したソウルの需要と新たな需要の創出過程を見出す。しかし，彼らはすぐ “財布

をあっさり”はたかれ，“底に穴があいたゴム靴 を引 きずって泣 きなが ら”帰って しま

う27)。植民地である朝鮮の田舎 も豊かな需要の源泉になれないからである。というのは，

博覧会をうろついていた散歩する者の目を通 してもう一度確認される。

 博覧会の景気を狙って田舎の妓生達はソウルに遠征 して来る。貨幣の流れを一番敏感に

把握する当代の`妓 生'達 の多数のソウル博覧会行は，当時の博覧会がソウルの人々はも

ちろん，地方においてもどんなに多く人々の関心を引いたか，そしてどんなに多 くの消費

が期待されたかというのを教えてくれる。けれども，博覧会に対するそのとんでもない期

待とは異 り，実際の博覧会特需は貧弱すぎるものであった。

 博覧会を狙って田舎からは妓生達が群れを作って上京 してくるとしたら，ソウルではカ

フェの`ウ エイトレズ 達が`ボ ッタリ'を 待っている。散歩する者は`祝 博覧会'と 書

いた看板を揚げ，全ての窓に群って`ボ ッタリ'を 待っている`ウ エイ トレズ を見つめ

て(画9)い る。しかし`カ フェ'は “閑散大閑散  ”28)である。

 近代への誘惑は強いけれども，植民地構造という胎生的な限界はいつも近代へ進んでい

る朝鮮の足を引っ張って しまう。 日本の資本の代理人といえる百貨店は`マ ネキンガー

ル'を 前に立たせたりアーチを建てた りポスターを貼った りしながら大騒ぎをするが，寄

生的な生産以外は殆 ど自らの生産構造を持っていない植民地近代化の道というのは，継続

して歪曲されてきた近代の形象だけを作 り出すのであった。貧弱な消費構造の下で博覧会

を通 じて近代への道をいくら急が して も新たな需要の創出というのは実に遥遠なことだか

らである。

 このような事実は散歩する者が博覧会の期間に植民地である朝鮮の首都，即ち京城を散

歩 しているうちに発見したある看板を見れば明らかになるだろう。博覧会は “朝鮮人の商

店に看板飾 りをさせた”が，その中のある看板29)は “祝博覧会○○商店，○○○○具備，

前共進会銀牌受領，電話建設申請中，光化門”と書かれてある(画10)。 今にも崩れそ う

な瓦屋の4-5倍 もする大きさの看板が揚 げられたのである。これを見た散歩する者は

27) 「ボ ッ タ リ時 代 一1932年 ボ ッ タ リ世 の 中」， 『漫 画 子 が 予 想 した 一 九 三 二 』， 〈朝 鮮 日 報 〉，

 1932. 1.28.

28) 「閑 散 な カ フ ェ」， 『凵曜 漫 画 』 〈朝 鮮 日報 〉，1929.9.15.

29)安 夕 影 はPASKYULA時 代 とKAPF時 代 に ず っ と一 緒 に 運 動 し て 来 た キ ム ・ボ ク ジ ン と

 `京城 の 各 商店'の 看 板 品 評 会 を(「 京 城 各 商店 の 看 板 品 評 会 」， 『別 乾 坤 』2-1，1927.1.)し た。
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“チビがでかい冠をかぶ
ったとして背が高 く見えるか”と苦笑いをする。もうす ぐ崩れそ

うな店に大 きいな看板を上げても収入が増えないのと同 じように，どんなに博覧会を通し

て需要創出を図ってみても植民地構造下では需要創出ということはむずかしい。`チ ビの

かぶったでかい冠'と いうのは`植 民地的な近代'に 対する非常に適切なメタファーだと

言えるだろう。

 2.植 民地近代の規律権力

 1) 植民地の規律権力  巡査

 植民地的な近代秩序を維持 ・温存させるためには一・定の規律の下で，対象化 された主体

達がその規律に内面的な方式或は外圧的な方式によって統制されなければいけないのであ

る。この時，規律は特定部分に局限されることなく，全ての日常生活を包括する。例えば，

教育 ・文化 ・医療 ・労働をはじめ，全ての具体的 ・日常的な部門で規律は働 く。また，規

律はとても日常的で反復的であるので，その存在というものがす ぐ忘れられ，規律は自然

な日常の…部分として内面化されてしまうだろう。 しかし欧米と違って，植民地近代のそ

れは殆ど全ての部門で外圧的な規律権力を求める。植民地支配 自体が もちろん軍事力 とい

う武力的外圧に基付いたものであるが，日帝は全ての具体的な日常でさえ外圧的規律で強

制するために`巡 査 という規律権力を配置する。散歩する者はこのような規律権力の一・

端を`モ ダン'な 遊興が溢れる`カ フェ'で 発見している。

 `ダンスホール'と いうのは日帝時代には禁止事項であった。満州事変の直後，植民地

である朝鮮の総督が直にソウルの新聞記者に向かって “国家非常時にダンスは許可で きな

い”と言った。しかし，レコー ド会社の文化部長や喫茶店のママや妓生や女給や映画俳優

などが京城に`ダ ンスホール'を 許可 してくれと警務局長に送った公開嘆願書によると，

西欧はいうまでもなく日本でも`ダ ンスホール'は 全 く問題にならなかった。ただ植民地

である朝鮮の首都`京 城'で のみ`ダ ンスホール'が 許可禁止の対象であった30)。

 だから，`ダ ンス'は`ダ ンスホー ル'で はない`カ フェ'で 主 に行われた し，`カ

フェ'で`ダ ンス'を していた人々は巡査からひ どい目にあった りした(画11)。`カ

フェ'で`(社 交)ダ ンズ のかわ りに`ジ ャズ'が 流行 りはじめたのもそのような理由

であった。 しか し，20年 代後半を経過 して30年 代初になると，作品 「カフェごとにダン

スホール兼営」(画12)で 描かれたように`ダ ンスホール'の 許可は依然として全面的に

30)「 ソウルに ダンスホール を許せ一 警務局長へ送る我等の書」，『三千里』，1937.1.
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禁 止 され て い たが ，`カ フ ェ'で の`ダ ンス'は 公 然 と行 われ て`大 流 行'で あ った 。

 カ フ ェー の 朝 鮮 人 女 給 の`ア キ コ'は`ダ ンス'を す る と巡 査 か らひ どい 目に あ うの で ，

ダ ン ス をす るか わ りに`ジ ャズ'で も一一つ か け た そ うだ31)。規 律 は既 に 内面 化 され て い る

とい うの が 分 か る 。 しか し30年 代 初 め ， 形 式 的 に は`ダ ンス'を 禁 止 して い る け れ ど も，

陰 で は`ダ ンズ を認 め て い た わ け で32>， とい うの は統 制 はす るが 不 満 の排 出 口 だ け は 開

い て置 く とい う意 図 で あ るの が 分 か る だ ろ う。 朝 鮮 の 国 土 に 日本 人 の 軍 属 の た め の`公

娼'制 度 を作 った こ と もや は り植 民 規律 権 力 に よる もの で あ っ た33)。

 この よ う に28年 の作 品 「狂 乱 バ ク テ リア」 と31年 の作 品 「カ フ ェ ご とに ダ ンス ホ ー ル

兼 営 」 で`ダ ン ズ に対 す る許 容値 が異 な っ て描 写 され た よ うに ，二 つ の作 品 もや は り差

異 が あ る。`ダ ンズ を踊 っ て い る一 組 の 男 女 を描 いて い る前 の 絵 で ，`ダ ンズ を踊 っ て

い る二 人 の 間 は 後 ろ の絵 に 比 べ て随 分 離 れ て い る(画11)。`ダ ンス ホ ー ル'の 許 可 禁 止

は も ち ろん カ フ ェで の`ダ ンス'さ え禁 止 され た 時期 だ か ら大 部 分 は`ダ ンス'よ り酒 を

飲 み ，`ダ ンス'を して もか な り気 をつ け た よ う だ。 反 面 ，`カ フ ェ9で の`ダ ンス'を 黙

認 して い た 時 期 の`ダ ンズ の風 景 を描 い た絵 で は カ フ ェ の テ ー ブ ル と椅 子 は縛 られ て い

る。`ダ ンス'を して い る男 女 の 間 の 距 離 も もっ と近 い し， 踊 りを 踊 って い る 男 と女 の 足

も互 い に 絡 ん で い る(絵310626)。`カ フ ェ'は 座 っ て 酒 を 飲 む 場 所 で は な く， 一 緒 に

`ダ ンズ を踊 る場 所 で あ る とい う メ ッセ ー ジが 強 い
。

 よ り直接 的 に規律 権 力 の 問 題 に接 近 す る もの は 「納 涼 風 景」 一1と い う作 品 と 「鐘 路 署

大 大 拡 張 移 転 」 とい う作 品 で あ る 。

 夏 の 蒸 暑 さ と蚊 に刺 され る の を恐 れ て 蚊 取 り線 香 を 置 い て 路 上 で`石 枕'を して 横 に

な って い る人 達 を`タ ッ ク ンナ リ'は`靴 を履 い た足 で'蹴 りなが ら家 に帰 らせ て い る34)。

散 歩 す る者 は足 で蹴 っ て い る`巡 査'の 足 先 と帰 れ と指 して い る指 先 ， そ して別 の手 で握

り締 め て い る長 い 刀 に注 目 して い る。 い く ら暑 苦 し くて も家 の垣 根 を越 え て路 上 に 出 て寝

る な と厳 格 な統 制 ， そ して これ を罰 す る足 蹴 りの暴 力 ，家 の垣 根 の 内側 を指 して い る命 令

の 指 先 ， そ して そ の 全 て の 行 動 を支 え て くれ る 長 い 刀 に彼 ら は 注 目す る(画13)。`家 の

垣 根'と い う境 界 を超 え る こ とを植 民 地 の`巡 査 は 許 して くれ な い し， そ の た め に時 々

暴 力 も振 る う。`長 い刀'で 象 徴 され る植 民 地 規 律 権 力 下 で の 全 て の 暴 力 は 容 認 され る。

31)

32)

33)

34)

「狂 乱 バ クテ リア 」， 『ソ ウル 行 進 』一1， 〈朝 鮮 凵報 〉，1928.10.30.

「カ フ ェ ご と に ダ ンス ホ ー ル 兼 営 」， 『ア イス ク リー ム 』一3， 〈朝 鮮 日報 〉，1931.6.26.

孫 禎 睦 ， 『lI帝 強 占期 都 市 社 会 相研 究 』， 前 掲 書 ， pp442447。

『納 涼 風 景 』 一1， 〈朝 鮮 日報 〉，1930.8.3.
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 近代都市の京城をより強固に統制するための総本山は鐘路警察署である。散歩する者は

より大 きく拡張移転 した鐘路警察署を眺めなが ら，より強化された監視と処罰に依らなけ

れば維持で きなくなった植民地規律 を再確認する。絵は最初の鐘路・署と大正4年(1916

年)， そ して昭和4年(1929年)の 鐘路署の模様を一緒に描いている(画14)。 左か ら右

に，つまり過去最初の(現 在のパゴダ公園交番の後)鐘 路署より大正4年 の鐘路署が，そ

して大正4年 の鐘路署より “昔の裁判所の位置”に移った昭和4年 の鐘路署が遥かに大き

い35>。監視と処罰を象徴する`手 錠 の大きさも鐘路署の大きさに比例してだんだん大 き

くなってきた。“文化政治以来”という但 し書きが付いているが，そんなに大きくなった

鐘路署を散歩する者は眺めなが ら，“こそ泥だけ捕 らえてはこんなに繁盛”することはで

きなかったと言う。`所有秩序'の 維持より `植民地秩序'の 維持のため，`規律権力'の

勢力を広げていかなければならなかったということを意味する。

 2) 経 済 的規 律 一.・銀 行 と高 利 貸 し業 者

 メ デ ィア に よ っ て 媒 介 さ れ た 欲 望 は消 費 者 を`百 貨 店'と`洋 服 店'の シ ョー ウ ィ ン

ドーへ 走 らせ るが ， 貧 弱 な植 民 地 の 朝 鮮 の 消 費 者 に は欲 望 の 代 価 を払 う能 力 が 不 在 す る。

消 費 は常 に 自分 の`支 払 い能 力'を 上 回 り， 植 民 地 の 朝 鮮 の モ ダ ンボ ー イ ・モ ダ ン ガー ル

達 は`過 剰 消 費 を して し ま う。 問 題 は こ う した`過 剰 消 費'を 保 証 す る 装 置 だ と言 え る

だ ろ うが ，`銀 行'と`高 利 貸 し業'が 間違 い な くこ れ に 当 た るの で あ る。 この よ う な 装

置 に よ る経 済 的 な規 律 が 強 制 され る風 景 を散 歩 す る 者 は`文 化 住 宅'か ら見 出 す。

 メデ ィ アの 中 で 最 も影 響 力 を持 っ て い る 映 画 を 通 して 紹 介 され た所 謂`文 化 住 宅'は 植

民 地 の 朝 鮮 の モ ダ ンボ ー イ ・モ ダ ンガ ー ル 達 の心 を と りこ に して しま っ た。 彼 らは 自分 自

身 の`支 払 い 能 力'と 関係 な く， “市 外 とか 其 他 い い場 所 で 文 化 住 宅 を鳥 篭 の よ う に建 て

て`ス イー トホ ー ム'に ”す る。 そ うい う`ス イ ー トホ ー ム'が 可 能 な の は も ち ろ ん`銀

行 の 貸 し付 け'の お か げ で あ る。

 しか しモ ダ ンな新 婚 夫 婦 は “建 て て か ら何 ヶ 月 も経 た ず に 銀 行 か ら借 りた 金 は そ の ま

ま ”消 え て な くな り， その 家 は “外 国人 の 手 中 に” 落 ちて し ま う。 映 画 に よ って 媒 介 され

た欲 望 か ら散 歩 す る者 は植 民 地 近 代 の 幻 想 ， 即 ち “カゲ ロ ウ” の よ うな 欲 望 を見 つ け る36)。

この よ う な風 景 を圧 縮 して見 せ て くれ る の は`文 化 住 宅 で`ム ンフ ァ(文 化)'と い う

文 句 の か わ りに入 れ 替 えた`ム ン フ ァ(蚊 禍)'と い う表 現 で あ る。`カ ゲ ロヴ の よ うな

 35) 厂鐘路署大大拡張移転」，『日曜漫画』，〈朝鮮 日報〉，1929.8.25.

 36) 「文化住宅? 蚊禍住宅?」 ，『一・日一画』 一8，〈朝鮮 日報〉，1930.414.
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`蚊'が 災いを被
った(禍)と いう意味である。

 この時，もちろん`蚊'が 罠に落ちるようにして食い物にするのは`銀 行'と いう `蜘

蛛 である。絵はこれをより鮮明に見せてくれる(画15)。 互いに口付けをしている鴛鴦

のように見える新婚夫婦は青い草原の上に素敵な`文 化住宅'を 建てた。 しかし文化住宅

は銀行がかけた蜘蛛の巣に絡んでいるし，文化住宅の中の新婚夫婦は罠にかかった`カ ゲ

ロヴ のような`蚊'の 姿をしている。銀行がかけた蜘蛛の巣には`貸 し付け'と いう文

字が書かれてある。銀行の`貸 し付け'と いうのは`支 払い能力'を 上回る消費を煽る装

置でもあるものの，そのような消費を監視 して統制する装置でもある。誘惑と監視と統制

を`蜘 蛛の巣 のように密かに行っている経済的な規律装置である。

IV.近 代 主体 の形象化

 1.階 級 ・階 層 の 形 象化 と文 体

 対 立 す る 近 代 主 体 は 明 らか な何 種 類 か の コー ドで キ ャ ラ ク ター化 さ れ る こ と も あ る。 こ

の よ うな 現 象 は ブ ル ジ ョア を 形 象化 す る 時 ， よ り際 立 っ て い るが ，特 に文 よ り絵 に ひ と き

わ 特 徴 的 に 現 れ て い る 。 安 夕 影 の 漫 文 漫 画 で もブ ル ジ ョア の キ ャ ラ ク ター は い くつ か の普

遍 化 され た 身 体 コー ド， 例 え ば ハ ゲ で ，腹 が 出 て ，顔 と足 が太 っ て い る 定型 化 さ れ た格 好

を して い る が ， 全 て の 作 品 が そ うい う もの で は な い の で あ る。 彼 は 自分 だ け の 特 徴 的 な

キ ャ ラ ク ター ， 即 ち 独 特 な 身 体 コー ドを持 っ て い る が ， こ れ は`省 略 体 の一般 的 な 身体

比 率 とい う三 等 身 の 変 形 キ ャ ラ ク ター だ と言 え る だ ろ う。

 この よ う な身 体 コー ドを持 っ て い る作 品 に は 「ブ ル ジ ョア」(画16)， 「可 笑 しい 人」 な

どが あ る。 こ れ らの 作 品 の`ブ ル ジ ョア'は ハ ゲ で 突 き出 た 腹 の 形 象 を して い て ， 他 の

`ブル ジ ョ ア'の キ ャ ラ ク ター とあ ま り変 わ らな い。 しか し こ れ ら の作 品 の 中 の`ブ ル

ジ ョア'達 を細 か く見 て み る と， か な り特 徴 的 な 身体 コー ドを発 見 す る こ とが で きる。 非

常 に短 く描 か れ た`足'が そ れ で あ る。

 一 般 的 に`細 密 体'で は ない`省 略 体'37)の 人物 を形 象 化 す る時 ， そ の 身体 比 率 と い う

37) チ ェ ・ヨルは`漫 画体'と `劇画体'と い う表現 よ り `戯画体'と`事 実体'と 言 う表現が よ

 り適切 だとい うのであ るが，省略 して描 いた絵が必 ず しも 戯 画化'を 前提 としない場 合 も多

 い し， 事 実体'と い う概念 はあ ま りに漠 然 として いるので，`細 密体'と`省 略体'と い う表

 現が よ り妥 当 と思われ る(チ ェ ・ヨル，「人物の造形 的な形象4一 一戯画体 と事実体1」 ， 『漫

 画広場』，1986.12.，pp 70-75)。
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の は大 体 三 等 身 で ， 頭 と胴 体 と足 の 割 合 が 殆 ど1：1：1で あ る。 け れ ど も， 作 品 「ブ ル

ジ ョア」 の対 象 人物 の頭 と胴 体 と足 の 割 合 は約1：3：0.2で あ り， 作 品 「可 笑 しい 人 」 の

場 合 は1：2：1で あ る。 太 っ た腹 とハ ゲ とい う慣 習 化 され た 身 体 コー ドに`短 い 足 とい

う別 の変 形 さ れ た 身体 コ ー ドを設 定 した わ けで あ る。 この よ う な`短 い 足 コー ドは 働

か な い'と い うこ と， つ ま り`働 か ない'ブ ル ジ ョア を象 徴 す る。 動 い て い な い か ら足 が

`退化'し た とい う風 に戯 画 化 され た造 形 で
， 実 在 す る 人物 の 社 会 的 な 生 き方 の 特 徴 を 反

映 して い るの で あ る。 この よ う な造 形 的 な 特 徴 は`文'と 合 わ せ て よ りい っ そ う説得 力 を

持 つ こ と に な る。

 た くさん の 歳 暮 に埋 ま り， ど うす れ ば い い の か 分 か らな くな っ て し まっ た状 況 を`文'

は “ク ンベ ン イ(セ ミの 幼 虫)が 伸 び を す る” と い う こ とで 描 写38)し て い る。 こ こ で

`ク ンベ ンイ'と い うの は実 際 の`セ ミの 幼 虫'で あ るか も しれ な
い し，`ブ ル ジ ョア'の

姿 に 対 す る 比 喩 で あ る か も しれ な い。 歳 暮 の 中 で セ ミの幼 虫 で あ る`ク ンベ ンイ'が ゆ っ

く り出 て くる イメ ー ジ を形 象 化 した`文'は ，`画'の 中 の`ブ ル ジ ョア'の 短 い 足 と繋

が り，`ク ンベ ン イ'の 鈍 い イ メ ー ジに 動 か な くて 退 化 した足 の持 ち主 で あ る`ブ ル ジ ョ

ア'の 怠 惰 な イ メ ー ジが オ ーバ ー ラ ップ さ れ る。

 こ の よ うな`ブ ル ジ ョア'の 身体 コ ー ドを キ ャ ラ ク ター 化 した 別 の 作 品 と して は 「偉 大

な`サ タ ン'」 とい うの が あ る。 この 作 品 の 最 も際 立 っ て い る身 体 コ ー ドは 巨 大 な胴 体 と

正 三 角 形 の キ ャ ラ ク タ ー(画17)で ， そ の 中 で も`正 三 角 形'の キ ャ ラ ク タ ー は ブ ル

ジ ョアが 持 っ て い る安 定 感 或 は豊 か な イ メー ジ を演 出 して くれ るの で あ る。

 と こ ろで ， 働 か ない`ブ ル ジ ョア'を 特 徴 的 に形 象 化 した この よ うな`正 三 角 形'の イ

メー ジ は， モ ダ ン ガー ル の 力 動 性 を形 象 化 した`逆 三 角 形'の イ メー ジ と よい 対 照 を 見せ

て い る。 作 品 「女 子 の 険 口 に な る時 」(画18)で は モ ダ ンガ ール の イ メ ー ジ が 間 違 い な く

これ に当 て は ま る だ ろ う。`モ ダ ン ガ ー ル'と`モ ダ ンボ ー イ'の 足 先 は 皆 素 早 くて ，不

安 で あ る， 一 方 で 軽 快 で あ る 。男 は 踵 を上 げ た ま ま歩 い て い て ，`モ ダ ン ガー ル'達 はハ

イ ヒー ル を履 い て い る。`モ ダ ン ガー一ル'達 が 持 って い る畳 まれ て い る 日傘 も ま た， こ の

よ うな 逆 三 角 形 の イ メ ー ジ を強 化 させ て くれ る。 した が っ て ， 作 品 「偉 大 な`サ タ ン'」

で ブ ル ジ ョア の正 三 角形 の イ メ ー ジ は特 に モ ダ ンガ ー ル の逆 三 角 形 の イ メ ー ジ と大 き な対

照 を 見せ て くれ る の で ，安 定感 或 は豊 か な イ メ ー ジ の造 形 性 を い っそ う強 化 させ る。

 作 品 「偉 大 なサ タ ン」 は また 別 の 相 反 し た二 つ の イ メ ー ジ の 対 照 を通 して`ブ ル ジ ョ

38) 「ブ ル ジ ョア」， 『歳 暮 苫』 一5， 〈朝 鮮 凵報 〉，1928.12.26.
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ア'的 な 生 き方 を特 徴 的 に 形 象 化 して い る が ， そ れ は モ ダ ンガ ー ル の 四倍 に達 す る`偉 大

な サ タ ン'の 顔 ，6-7倍 に 達 す る 彼 の 足 と胴 体 で あ る。 こ の`巨 大 な 体 は 働 か な く て

太 って し ま った 者 の 形 象 を典 型 的 に 見 せ て くれ る 。

 こ れ らの 身 体 コ ー ドや 感 情 コ ー ド， 或 は 行 動 コ ー ド39)は 対 象 を 見 つ め る`視 線 の 距

離 と も密 接 な連 関 が あ る。`ブ ル ジ ョア'を 形 象 化 す る時 ，`遠 距 離 や`と て も遠 い距

離 で 描 写 した もの はあ ま りない し， 大 部 分`フ ル フ レー ム'や`中 間 距 離40)が 当然 使

わ れ る しか な い。 ブ ル ジ ョア の 身 体 コー ドや 感 情 及 び行 動 コ ー ドに相 応 しい`視 線 の距

離 だ と言 え る だ ろ う。

 作 品 「偉 大 な`サ タ ン'」(画17)や 「ブ ル ジ ョア 」(画16)， 或 は 「可 笑 し い 人 」， 「ク

ル ドヤ ジ(欲 な豚)」， 「高利 貸 し業 者 」(画19)で 作 品 の 中 の 重 要 な 対 象 人物 で あ る`ブ

ル ジ ョア'達 との 視 線 の`距 離 を考 えて み る と， これ は す ぐ理 解 す る こ とが で きる だ ろ

う。 こ れ らの 作 品の どの 部 分 で も`ブ ル ジ ョア'達 の 形 象 は フ レー ム の 中 で 全 身 が ぎっ し

り詰 ま っ て い る形 態 で 形 象 化 され て い るか らで あ る。`ハ ゲ'， 突 き出 た`腹'， 短 い`足 ，

或 は 巨大 な`胴 体'な どが ，`フ ル フ レー ム'で 形 象化 され た わ け で あ る。

 しか し これ らの作 品 の 中 で 「高 利 貸 し業 者」(画19)の 場 合 は`フ ル フ レー ム'で は な

く，`中 間 距 離 で 形 象 化 され て い る。 フ レー ム の 中 で`高 利 貸 し業 者'の 上 半 身 が 周 り

の そ ろ ば ん ， 帳 簿 ，大 型 金庫 ，銅 銭 或 は紙 幣 の よ うな背 景 と一 緒 に殆 ど同 じ く らい の 比 重

で描 か れ て い る。 こ こで 強調 され て い る の は 間違 い な く`高 利 貸 し業 者'の 顔 の 表 情 で あ

る。 眼 鏡越 しに細 く開 い て い る 目つ き， しか め た顔 ， 凵 で噛 ん だ筆 な どが 誰 か を 問責 して

い そ う な対 象 人物 の`感 情'及 び`行 動 コー ドを よ く生 か して い る。

 安 夕 影 は この作 品 の 中 の 対 象 人物 の`感 情 コー ド'や`行 動 コー ド'を よ り よ く生 か す

た め に`省 略 体'と 細 密 体'を 複 合 的 に使 用川 す る こ と もあ る。 高 利 貸 し業 者 の`表

情'は そ の 瞳 と しわ まで 細 か く描 写 さ れ た 反 面 ， 他 の 身 体 の 部 位 は ， 例 え ば ， そ の 手 の

節 々の 場 合 はた だ 五 本 の 線 だ け が 描 か れ て い るの み で あ る 。 顔 の 表情 は`細 密 体 で其 他

の 身 体 部 位 は`省 略 体'で 描 写 され た わ け で あ る。`省 略 体 で 描 写 さ れ た 他 の 身 体 部 位

39) 人物描写 において，性格創造 や感情 ・行動 の表象 を四方 山犬彦は`登 場 人物 の コー ド'，`感

 情の コー ド'，`行 動の コー ド'と 説明 した(四 方田犬彦，前掲書，p142)。

40) アン ・スチ ョル，前掲書，pp 98-99。

41) 四 方田犬彦 は手塚治虫 の 『落盤』 とい う作品で 充つ の文体が使 用 された と説 明 した。手塚治

 虫の`漫 画の文体'と しては`悪 の問題 の ような内面心理 を形象化す るのが不 充分 だと思 い，

 内面心理 を表現 す る時，`劇 画的 な文体'を 使 用 した とい う(四 方 田犬彦，前 掲 書，pp 243-

 252)Q
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と `細密体'で 描 か れ た`顔 の表 情'は 互 い に対 照 を見 せ なが ら， 高 利 貸 し業 者 の 顔 の 表

情 に 含 まれ た`感1青 コ ー ド'が よ り強 調 され て い る とい う こ とが 分 か るだ ろ う。

 2.モ ダ ン ガ ール ・モ ダ ンボ ー イの 形 象 化

 1) フ ァ ッシ ョン と露 出

 モ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イが 他 の 人 と区 分 され る 一・次 的 な特 徴 は や は り`フ ァ ッ シ ョ

ン'で あ る。 フ ァ ッ シ ョ ンに よっ て モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ンボ ー イ は よ うや く前 近 代 的 な価

値 と も明 らか な線 を引 く。 フ ァ ッ シ ョ ンは歴 史 的 に流 行 の変 化 を重 ね て い る う ち に， 単 純

な 実 用 的機 能 を越 え て 人 間 と文 化 の主 要 な兆 候 で あ る 同時 にそ れ を理 解 す る こ とが で き る

窓 口 に な っ て きた42)。モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ンボー イ達 の フ ァ ッシ ョン もや は り前 近 代 的 な

慣 習 と規 範 を こ え る もの で あ り， した が って 当 代 の 大 勢 の 人 々か ら批 判 と きつ い 目で に ら

まれ て きた とい う こ と も も ち ろん 事 実 で あ る。 そ れ で も， 彼 らの フ ァ ッ シ ョ ンが 意 味 を持

つ の は間 違 い な くそ の 時 点 ， つ ま り前 近 代 的 な 物 事 か ら逸 脱 した 近代 的 な 感覚 の領 域 を新

た に開 拓 した とい う と ころ に あ る 。

 モ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イ の フ ァ ッ シ ョ ンに対 す る批 判 は もち ろ ん彼 らが 着 て い る服 ，

特 に 夏 の 服 と冬 の服 に 集 中 され る。`服'と い う の は季 節 の 変 化 を 一・番 視 覚 的 に 鋭 敏 に感

知 す る こ とが で きる`フ ァ ッシ ョ ン'で あ る だ け で は な く， そ の 時 代 の 社 会 文 化 的 な背 景

を 共 に探 れ る`フ ァ ッシ ョ ン'で もあ る わ けで あ る。 まず モ ダ ン ガー ル ・ボ ー イの 冬 の 服

につ い て見 てみ よ う。

 モ ダ ンガ ー ルの 冬 用 の フ ァ ッ シ ョンの 中 で 最 も印 象 的 な もの は 何 よ りも `キ ツ ネの 襟 巻

ぎ で あ る。`都 会'の モ ダ ンガ ー ル達 は`キ ッ ネ の毛 皮 だ け で は な く，`犬 の 毛 皮'で

も`牛 の 毛 皮'で も， 首 に巻 け る毛 皮 だ っ た ら全 部 “首 に 巻 い て街 に ” 出 か け る43)。 こ れ

を見 つ め る視 線 は も ち ろ ん好 意 的 で は な い。 “ヘ ビ も毛 が あ っ た ら， ヘ ビ の 毛 皮 も首 に ”

巻 い て 出 て きた だ ろ う とい うふ うに皮 肉 を 言 う。 こ の よ うな皮 肉 は特 に 綿 入 れ の衣 服'

一 つ ろ くに 着 て い な い で
， “ぶ る ぶ る 震 え なが ら遊 び 騒 い だ り急 ぎ足 で 歩 い た り” して い

る 乞 食 の子 供 達 と比 べ られ る と44)，い っ そ う増 幅 す る。

 こ れ らモ ダ ンガ ー ル に 対 す る批 判 は とて も直 接 的 で あ る。 “時 体(モ ダ ン)女 子 の 首 に

何 の 価 値 が あ るか ” な ど， “キ ツ ネ の よ うな心 ”， 或 は “頭 が 空 っ ぽ で 装 っ て い る 時体 女子

42)M.V.ベ ン， 『フ ァ ッシ ョ ンの歴 史』 一2 ，ハ ンギ ル ア ー ト，2000， pp 399-401。

43) 「毛 皮 時 代 」， 『街 頭 風 景 』， 〈朝 鮮 日報 〉，1932.11.24.

44) 「狐 鬼 の 出 没 」， 『晩 秋風 景 』 一5， 〈朝鮮 日報 〉，1933.10.25.
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の姿 が 卑 し くて汚 い こ と極 ま りない ” な ど， 批 判 は 殆 ど原 色 的 で あ る 。 しか し この よ うな

批 判 は単 に`毛 皮 の 襟 巻 き'が 象徴 す る`豊 か ざ とい うわ け だ け で は な い 。 “腹 が へ っ

て震 え ” なが ら も`キ ツ ネ の襟 巻 き'だ け に こ だ わ る`虚 栄 心'即 ち虚 しい “先 端 女性 ”

の 意 識 に対 す る批 判 の側 面 が よ り重 要 で あ る。 これ を彼 は “頭 が 空 っぽ な`時 体 女 子'達

の 姿 ” だ と述 べ た。

 この よ うな イ メー ジは`画'を 通 して よ り強 く批 判 さ れ る。 同一 の ヘ ア ース タ イ ル， 同

じ長 さの 外 套 ， 同 一 の ハ イ ヒー ル ， そ して や は り同一 の キ ツ ネ の襟 巻 きに至 る まで 街 を歩

い て い る7名 の モ ダ ン ガー ル の イ メー ジは 少 し も変 わ らな い(画20)。 彼 らが`キ ッ ネの

襟 巻 ぎ を して 街 に出 て くるの は`自 発 的 な 欲 望'に 従 う選択 で は な く，広 告 或 は メ デ ィ

アが 作 り出 した`強 制 され た欲 望'の せ い で あ る。 “腹 が へ っ て震 え ” な が ら も高 い`キ

ツ ネの 襟 巻 き'を して 街 に出 か け るべ きだ った`モ ダ ンガ ー ル'の 隊列 に加 わ る とい う，

媒 介 され た偽 善 の 欲 望 の 奴 隷 に な った とい う こ とが 分 か るだ ろ う。

 ま た別 の絵 の 中の キ ツ ネの 毛 皮 を巻 い て い るモ ダ ン ガー ル に対 す る批 判 は`遠 近対 比'

に よ る乞 食 の 子 供 と の 対 照(画21)を 通 し て 行 わ れ て い る。 モ ダ ン ガ ー ル は 大 き くて

堂 々 と して`近 景'で 処 理 さ れ た一 方 ， 乞 食 の 子 供 は小 さ くて 矮 小 に`遠 景'で 描 写 され

て い る。 キ ツ ネ の毛 皮 を巻 い た`モ ダ ンガ ー ル'の 派 手 な格 好 は`フ ル フ レー ム'で 華 や

か な外 貌 の 全体 を現 して い るが ，`綿 入 れ の 衣 服'も な く寒 さ に震 え て い る乞 食 の子 供 の

風 景 は`遠 距 離 で 処理 され て い て い っ そ うみす ぼ ら し く， 大 変 そ う に見 え る。 しか し絵

の 中 の モ ダ ンガ ー ル は 後 の風 景 は全 然気 に して い な い。

 モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ン ボ ー イ に 対 す る こ の よ う な 非 難 は も ち ろ ん 彼 らの 嗄 の フ ァ ッ

シ ョン'に 対 して も同 じで あ る 。特 に ， 夏 の モ ダ ンガ ール 達 の激 しい`露 出'フ ァ ッシ ョ

ン につ い て 大 多 数 の 論 客 達 は 物 凄 い 非 難 を浴 び せ た が ，安 夕 影 の 漫 文 漫 画 もや は り例 外 で

は なか った 。 夏 に な る とモ ダ ン ガー ル とモ ダ ンボ ー イ は 自分 達 の`肉 体 美'を 思 い切 り 自

慢 し始 め る。 モ ダ ンボー イ は胸 の 部 分 を開 け 放 ち ， 下 半 身 を殆 ど露 出 して げ た を履 い て い

る格 好 で あ る(画22)。 モ ダ ン ガー ル の フ ァ ッ シ ョン も負 け な い だ ろ う。胸 の 部 分 が 殆 ど

露 出 され た上 着 に， ス カー トも短 す ぎて ぎ りぎ りで あ る。

 こ の よ うな露 出 フ ァ ッシ ョ ンにつ い て ， “猥褻 罪 ”45)とか ， “非 常 に奇 怪 で け しか らぬ こ

と” とい うふ うな 直接 な表 現 以 外 に も， “反物 店 は 辞 め ろ1” 或 は “糸 一 束 と 人絹 一 疋 な

ら三代 が 引 き継 げ る” とか ， “衣 服 緊 縮 デ モ ” を 開 い て み ろ， な ど皮 肉 な言 い方 で 当 て こ

45) 『1930年 の 夏 』 一1， 〈朝 鮮 日報〉，1930.7.12.
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す る46)。 モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ン ボー イの 露 出'フ ァ ッ シ ョンは ， 当 時 の 一般 的 な価 値 観

だ けで は な く， マ ル キ シ ズ ム的 な価 値 観 に基 付 い て も過 度 な`頽 廃 的'で`感 覚 的'だ と

い う作 家 の 批 判 的 な視 線 が 露 骨 的 に現 れ て い た 。

 しか し この よ うな`露 出'フ ァ ッ シ ョ ンが批 判 的 に だ け描 写 され て い る わ け で は な い。

時 に は これ を愛 情 が こ もっ た 視 線 で 見 て い る時 も あ り，例 え ば 「春 風 フ ン ヒェ ー3」 の よ

うな作 品 が そ うで あ る。

 店 の前 に並 ん で い る`商 人'達 の 視 線 は`露 出'さ れ た モ ダ ン ガー ルの 足 に履 か せ て あ

る`薄 い靴 下'に 集 中 して い る(画23)。 商 店 員 が 総 出 で ， “商 店 の 前 で棒 立 ち に な っ て

ニ コニ コ” しなが らモ ダ ン ガ ー ル の 露 出 フ ァ ッ シ ョン に`微 笑 み'を 送 る47)
。`猥 褻 罪'

とか`非 常 に奇 怪 で け しか らぬ こ と'だ と非 難 を 浴 びせ た が ， そ の非 難 の裏 面 に は近 代 の

登 場 と共 に 現 れ て きた`露 出'の 逸 脱性 に対 す る驚 嘆 が潜 ん で い る。 こ う い う態 度 はモ ダ

ンガ ー ル ・モ ダ ンボ ー イ の`露 出 フ ァ ッシ ョ ン'に つ い て のチ ョイハ ク ソ ンの 評 価 に よ く

現 れ て くる。 モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ンボ ー イ を`モ ッテ ン(悪 い)ガ ー ル' ，`モ ッテ ン(悪

い)ボ ー イ'と 呼 んで い る 人達 もい るが ， “血 色 が い い 白 膚 が 見 え る ほ ど ピ カ ピ カ す る 薄

い靴 下 に， す ぐ足 首 を捻 る ん じゃ ない か?見 て い る と
， ヒヤ ヒヤ させ られ る 靴 で 体 を横 に

し， ス カー トか ら見 えそ う な脛 まで の 外 套 に 短 髪 ， 或 は 耳 隠 しに 帽 子 を 深 くか ぶ っ た格 好

は遠 くか ら見 て も醜 くな く， 近 くか ら見 て も醜 くな い ”48)もの で あ る。

 もち ろ ん モ ダ ンガ ー ル の`露 出 フ ァ ッ シ ョ ン'を な が め る こ の よ うな視 線 の 中 に は男 性

中 心 の 視 覚 が 入 っ て い る の は 事 実 で あ る。 しか しモ ダ ン ガ ー ル ・モ ダ ンボ ー イの 露 出

フ ァ ッ シ ョ ン'の 中 に は ，全 て の物 事 を 隠 して覆 わ な け れ ば な らな い`前 近 代 的 な'慣 習

或 は規 範 か らの逸 脱 意 志 が 入 っ て い る こ と もや は り事 実 で あ る。 欧 米 で1912-3年 の 頃
，

所 謂`裸 フ ァ ッシ ョ ン'と い うの が 流 行 って い た 時 ， これ に最 も反 発 した 側 が 封 建 的 な 規

範 の 守 護 勢 力 で あ った 聖 職 者 だ った とい う点49)を 想 起 して み る と，`露 出 フ ァ ッシ ョ ン'

の 中 に内 在 して い る`前 近 代 的 な物 事'か らの`逸 脱'意 志 を 感 じ られ る だ ろ う
。

46) 『女性 宣 伝 時代 が きっ た ら』 一3， 〈朝 鮮 冂報 〉，1930.1.14.

47) 「春風 フ ンヒ ェ」 一3，〈朝 鮮 日報 〉，1930 .2.26.

48)チ ェ ・ハ ク ソ ン， 「デ カ ダ ンの 象徴 」， 「モ ダ ン ガ ー ル ・モ ダ ン ボ ー イの 大 論 争 』
， 〈別 乾 坤 〉，

 1927。12.，p118-120Q

49)M.V.ベ ン， 前 掲 書 ， pp 361-7。 露 出 が 深 い い わ ゆ る ドイ ツ等 ヨ ー ロ ッパ で`裸 の フ ァ ッ

 シ ョン'が 大 流 行 して ，1913年1月 ラ イバ フの フ ジ ャ ク主 教 は`女 性 の フ ァ ッ シ ョン で の 倫 理

 と教 人 ら しい 態 度'を 維 持 して 下 さい と要 請 した 。
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 2) モ ダ ンガ ー ル と寄 生 性

 モ ダ ンガ ー ル は そ の`モ ダ ン な職 業 に相 応 しい色 々 な名 で 呼 ばれ る こ と もあ った 。 例

えば`ガ イ ドガ ー ル'，`バ ス ガ ー ル'， 或 は`チ ケ ッ トガ ー ル'な どが そ う い う もの で あ

る。 しか しモ ダ ンな 職 業 で は な く， た だ 別 称 で 呼 ば れ て い た 諸 々名 に は モ ダ ン ガ ー ル の

`寄生 的 な性 格'を 現 す もの が 多 い
。 “男 の杖 に か わ り，散 歩 を楽 しんで い る男 の わ きを抱

えて ” い る`ス テ ィ ッ ク ガー ル'， “男 の 手 の か わ り” で あ る`ハ ン ドガ ー ル'，`キ ス ガ ー

ル'，`白 衣 ガー ル'な どが そ れ で あ る 。

 `ステ ィ ック ガ ー ル'と い うの が 凵本 の 東 京 で新 し く登 場 した 職 業 婦 人 を 言 う言 葉 だ と

した ら，`ハ ン ドガ ー ル'と い うの は 朝 鮮 の 女 性 達 の 間 に新 た に登 場 した職 業 を示 す 言 葉

で あ る。`男'の 足 を マ ッサ ー ジ した り，足 を 洗 っ て あ げ た りす る(画24)`ハ ン ドガ ー

ル'は`ス テ ィ ッ ク ガー ル'に 比 べ た ら資 本 主 義 的 な性 格 よ り封 建 的 な性 格 が 強 い。 しか

し両 方 と も “男 の わ きの 下 で 消 えて い く” とい う点 で は 変 わ らな い50)。 両 職 業 と も同 一・の

`寄生性'を 持
っ て い る の で あ る。

 `キ ス ガ ー ル'と`マ ネ キ ン ガー ル'或 は`白 衣 ガー ル'も や は り有 産 階 級 に`寄 生'

して生 きて い く とい う こ とで は`ス テ ック ガー ル'や`ハ ン ドガー ル'な ど と大 き な差 は

な い 。`キ ス ガ ー ル'と い うの は博：覧 会 の 時 ， “一 金 五 十 銭 で`キ ス'を 売 っ て い る 途 中

に ” 追 い 出 さ れ て しま っ た`看 護 婦'た ち(画25)を 示 し51)，`マ ネ キ ンガ ー ル'と`自

衣 ガ ー ル'と い うの は は派 手 な格 好 を して本 町通 を通 っ て い た`モ ダ ンガー ル'を 示 す 言

葉 で あ る。 “頭 の 中 は 空 っ ぽ ” で も`マ ネ キ ン ガ ー ル'は な るべ く “自分 の 金 で何 か をす

る” 方 で あ るが ， よ り若 い`自 衣 ガ ール'達 は`ア イ ス コ ー ヒー'く らい は基 本 的 に お

ごっ て も らっ て い る 。

 彼 女 らは 華 や か な ス カー トを 買 い ， 手 と髪 の 毛 に あ らゆ る飾 りをす る の に か か る 費用 は

当 時 の 京 城 の 一 般 人 に は 考 え られ な い ほ どの 天 文 学 的 な数 字 で あ っ た 。 “ス カ ー トー 枚 に

三 ・四 十 元 ， 靴 下 一・足 に 三 ・四 元 ， 白粉 に か か る金 だ け で も朝 ， 昼 ， 夜 の 粉 を合 わ せ て

四 ・五 元 ， パ ー マ をか け る金 で 一 ・二 元 ” で あ る 。 この よ うな とん で もな い もの を 身 に つ

け る こ とが で きた の は ， もち ろ ん “わ きに 白 魚 の よ うな 腕 を組 ん で 太 っ て い る 奴 を 百 貨 店

へ 釣 る” か らで あ る。 作 品 「ど こか らそ の お 金 が で きる か」 を 見 て み よ う。

 “朝鮮 の代 表 的 な都 市 に ク ンベ ンイ の 住 処 み た い に も うす ぐ崩 れ そ う な草 屋 が 殆 ど半 分

以 上 ” で ， “大学 の 卒業 者 の 半 分 以 上 が 就 職 が で きず に 街 を彷 徨 して ” い る状 況 で あ る が ，

 50) 「ハ ンドガール」， 『漫文漫画  都会風景』 一1， 〈朝鮮 目報〉，1929.6.4.

 51) 「キスガールの出現」， 「日曜漫画』， 〈朝鮮 日報〉，1929.9.22.
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そ の 一一方 で モ ダ ン ガー ル の`奢 侈'は “日ご とに ひ ど く” な る一 方 で あ る52)。`乏 しい'

植 民 地 で あ る朝 鮮 の風 景 と`浪 費家 なモ ダ ン ガー ルの 姿 を対 比 した の で あ る。 互 い に 矛

盾 した こ の よ う な風 景 の 根 底 に はモ ダ ン ガー ルの`寄 生 的 な形 態 が 潜 ん で い る の は 言 う

ま で もな い だ ろ う。

 この よ う な`寄 生 的 な性 格'は 戯 画 化 され絵 で 形 象化 され て い る モ ダ ンガ ー ル達 の姿 に

も よ く反 映 され て い る。作 品 「ど こか らお 金 が で きる か?」 に 出 て くる モ ダ ンガ ー ル の姿

の なか で特 に 生 き生 き と して い る の は 登 場 人 物 の`性 格'と`感 情'の コー ド53)で あ る。

横 顔 で 描 写 した 高 い`鼻'に は ， 自 分 の 派 手 な格 好 と 高 級 な 衣 服 を`誇 示'し た り `自

慢'し た り し よ う とす る`感 情 が よ く形 象 化 され て い る し， 正 面 を向 い て い る他 の モ ダ

ンガ ー ル の頬 と唇 の濃 い化 粧 に は この 人 達 の`浪 費癖'が よ く現 れ て い る(画26)
。 そ れ

に少 しめ く られ た ス カー トの 内 側 にあ る高 い`薄 い 靴 下'や ス カー トを握 り締 め て い る 手

の`大 き な宝 石'や これ ら とは 全 然 似 合 わ な い み す ぼ ら しい 草屋 との 対比 は ， 浪 費 家 な彼

らの 様 態 と貧 しい 植 民 地 で あ る 朝 鮮 の 現 実 の 間 の乖 離 を よ く説 明 して くれ る。

 モ ダ ン ガー ル の 寄 生 的 な 姿 を現 して い る他 の作 品 と して は`ス トリー トガ ー ル'に 関 し

て 描 い た もの が あ る 。 先 ほ ど見 た 「どこ か らお 金 が で きる か?」 とい う作 品 で`ス トリー

トガ ー ル'の ふ りを した だ け で は あ ま り派 手 な格 好 に は な れ な い と い う こ とか ら して み る

と，`ス トリー トガ ー ル'と い う の は 秋 収 期 の 田 舎 の 金 持 ち を 露 骨 的 に 誘 っ て い る作 品

「金 風 ソス ル ー1」 の モ ダ ンガ ー ル と は差 異 が あ る よ う に見 え るが ， 彼 女 ら もや は り何 か を

`物乞 い'し な け れ ば 生 きて い け な い
。 こ の 人 達 を見 て い る 作 家 の 視 線 が あ ま り好 意 的 で

は な い わ け も こ こ に あ る。 作 品 「イ コ ル ゾ コ ル(こ ん な様 あ ん な 様)一1」 と か 「空 腹 の

童 貞 女 」 で`ス トリー トガー ル'は 時 々 `乞食'に 比 喩 され た りす る こ と もあ る 。

 `ス トリー トガ ー ル'が`乞 食'に 比 喩 され て い る とい う こ と は， 彼 らが して い る格 好

とは 異 な る が ，`お 金'の 物 乞 い を して い る とい う点 で は 同 じ こ と だか らで あ る。 しか し

街 を うろ つ きな が ら誰 か の 誘 惑 を待 っ て い る`ス トリー トガ ー ル'の 表 情 に は ど こか 悲 し

み が に じん で い る。 仕 方 な く “顔 に絵 を描 い て街 頭 に 出か け”，`男'に 引 か れ て “電 車 を

乗 り換 え”，一 食 の 飯 をお ご っ て も ら い に行 く`ス トリー トガ ー ル'54)の 後 ろ 姿 に は ， 食

べ 物 が 自分 で 解 決 で きず に街 に 出 て くる しか な い 乏 しい 植 民 地 の 娘 が 感 じる “哀 愁 と怒

り” が 隠 れ て い るか らで あ る。 キ ッ ネの 襟 巻 き を した`ス トリー トガー ル'が 乞 食 の 人 々

52) 「ど こか らそ の よ うな で き るか 」， 『一・日.一一画 』， 〈朝 鮮 日報 〉，1930.4 .8.

53) 四 方 田 犬 彦 ， 前掲 書 ，ppl42-145。

54) 「空 腹 の 童 貞 女 」， 『今 日の そ の 人 々 』 一1 ， 〈朝鮮 日報〉，1934.11.9.
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に 囲 まれ て い る 姿 の背 景線 は彼 女 の こ の よ う な感 情 コ ー ドを よ く見 せ て くれ る。 短 く強 い

`水平 線 の 模 様 の 背 景 線 は`ス トリー トガー ル'の 緊 張 感 或 は錯 綜 した 気 持 ち55)を よ く

反 映 して い る か らで あ る(画27)。 モ ダ ンガ ー ル の`寄 生 性'が`結 果'で あ る な ら， 植

民 地 資 本 主 義 に 内 在 され た`根 強 い 貧 困'は そ の`原 因'に な る わ け で あ る。

V.近 代都市 ・文化 の形象化

 1.植 民地的な近代都市空間である`京 城'

 1) `京城'の 消費空間と二重的イメージ

 ①南村 と北村

 モダンガール ・モダンボーイと互いに対立する階級階層間の日常というのが置かれてい

る場所は植民地的な近代都市空間である `京城'だ 。安夕影は`京 城'を 清渓川以北と以

南に分けて`京 城'の 二重的な面貌を探っているが，チンコゲを中心とする南村地域の商

店街は近代的な品物 と派手な建物，ネオンサインに覆われる最先端の近代都市として，鐘

路通付近の北村地域は前近代的な残滓が温存された近代都市として形象化されている。東

京の銀座をぶらぶらしていたモダンガール ・モダンボーイの`ギ ンブラ'と 同様に，京城

の本町の付近をぶらぶらしていた`ホ ンブラ'達 は(画28)`本 町 をうろつ く時はいつ

も日本語 を使った。消費空間である`本 町'を 支配 していたものは`京 城の中の 日本'で

ある南村の植民主義であったのだ。反面，北村である鐘路通を描いた漫文漫画 「納涼風景

一1」や 「鐘路署大大拡張移転」のような作品では巡査で象徴 される公的規律権力のイ

メージが強い。京城の`南 村'が 植民地下での内面化 された`自 己規律'が 通用 した空間

であったとすると，`北 村'は これ とは異なって植民地的な`強 制規律 が貫徹された空

間であると言えるだろう。

② 二 つ の イ メー ジの 共 存

 植 民 地 首 都 で あ る`京 城'で は近 代 と前 近 代 が 共 存 す る。 「過 渡 期? マ ン デ ゥ ン期?

 一 姿 不 見 大 会 」56)とい う絵 で は， 冠 か ぶ って 靴 を履 き， 或 は冠 か ぶ っ て 自転 車 に乗 る

人 ， 洋 服 を着 て ゴ ム靴 を履 き， トポ(男 子 が 上 着 の 上 に羽 織 る袖 が 広 くて 長 い 礼 服)の 袖

を 振 る い な が ら げ た を履 い た 人 の 風 景(絵270742一 星)な ど様 々 で あ る。 前 近 代 的 な

 55)W.カ ンデ ィンスキー，『点 ・線 ・面 』，悦 話堂，2000，pp 47-49。

 56) 「過渡期?マ ンデ ゥン期?一 姿 不見大会」，〈別乾坤 〉，1927.7.pp 42-43。
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フ ァ ッシ ョ ンが そ の ま ま維 持 され ， 新 しい フ ァ ッ シ ョンが 加 わ っ た この よ うな風 景 に は 言

葉 を加 え る必 要 が ない だ ろ う。 近 代 と前 近 代 が 共存 す る この よ うな フ ァ ッ シ ョ ンが最 も簡

単 に見 られ る と こ ろ は`カ フ ェ'で あ る。 特 に`カ フ ェ'文 化 が 入 っ た ば か りの20年 代

中 盤 の カ フ ェ57)`ウ エ イ トレズ の場 合 ，前 近代 フ ァ ッシ ョ ン と近 代 フ ァ ッシ ョ ンが や た

らに 混 ざっ て い る 。

 カ フ ェ`ウ ェ イ トレ ス'は`朝 鮮 の 服'に`エ プ ロ ン をつ け，`ゴ ム 靴'に ひ さ し

髪58)を した ま ま， “真 っ赤 な酒 ” を飲 み な が ら，`歌'を 歌 う59)。`エ プ ロ ン'と`ひ さ し

髪 で 代 弁 され る`近 代'に ，`朝 鮮 の 服'に`ゴ ム靴'を 履 い た`前 近 代'の イ メ ー ジ

(画29)が 重 な って い る。 近 代 と前 近 代 が 混 ざっ た フ ァ ッ シ ョ ンを 見 て い る視 線 は “二 十

世 紀 と い う現 代 が 杯 の 中で 溜 め 息 をつ く” とあ きれ る。

 しか し二 重 的 な近 代 都 市 で あ る京 城 の イ メー ジ を何 よ りも圧 縮 的 に 説 明 した 表現 は`幻

想'と`絶 望'60)で あ る。`新 しい'近 代 が 広 げ て くれ る美 し くて 夢 の よ うな 都 市 か ら与

え られ る初 め て の経 験 は もち ろ ん夢 の よ うな現 実 ，つ ま り`幻 想'で あ る。 しか しそ の よ

うな 美 しい`夢 の よ うな現 象 は 目の前 に広 が っ て い るが ， 生 活 の 現 実 が くれ る`絶 望

こそ また 別 の都 市 経 験 を意 味 す る。

 安 夕影 の漫 文 漫 画 は こ の よ うな近 代 都 市 で あ る京 城 の 幻 想 と絶 望 とい う二 重 的 な イ メー

ジ を様 々 な形 態 で捕 捉 して い るが ， そ の 中で も京 城 の`夢'の よ う な イ メー ジ を捕 ら えて

い る空 間 は`ア ス フ ァル ト'で あ る。 近 代 都 市 が 作 り出 した`近 代 交 通 手段'の 疎 通 空 間

だ と言 え る`ア ス フ ァル ト舗 道'と そ の 場 所 を見 守 って くれ る`水 銀 灯'の イ メー ジは 文

字 どお り “都 会 の 幻 想 を全 て 自分 で 持 っ て い る” 表 象 で あ る か らだ 。

 `アス フ ァル ト舗 道'に 沿 っ て い く と`近 代'で 表 象 され る`都 会'の あ らゆ る物 事 と

出 会 う こ と が で きる。`ア ス フ ァ ル トの 娘 で あ る彼 女 は ， まず “複 雑 に 動 い て い る動

57) `カフェ'と い う新型居酒屋 が 凵本各地で流行 したのは1927-1929年 頃(戸 川猪佐 武，『素顔

 の昭和一 一.戦争編』，角 川文庫，1981，pp 67-76)で あ り，朝鮮 半島 に輸入 された のは1920年

 代であ り，新 聞に初めて に報 道 された のは1931年 であ る(孫 禎睦 ，前掲 書，p469)と 言 った

 が，1925年 の 〈時代 日報〉 に出てい る安 夕影 の漫文漫画 では，`カ フェ'が もはや大都 市の京

 城 で盛行 していたのが分 かれる。

58) `ひさ し髪(庇 髪)'と いうの は前髪 とひん とを前方 に突 き出 して結 うもの。 日本の女優川 ヒ

 貞奴が西洋風 を模 して始め たといわれ，1905年 頃か ら女学生の問 に盛行 した。

59) 『漫画で見た京城』 一2， 〈時代 日報〉，1925 .11.5.

60) “近代性が創造 した価値の名前で近代生活 を非難す るの はアイロニーで，矛盾で，多音性的で，

 弁証 法的 であ る”(M.Berman， 『現代 性の経 験』，現代 美学 社，1995，p22)と 言 及 したM.

 Bermanの 話 しのように，植民地 の近代都市 である京城 の イメージは重層的 である。
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体 ” で あ る 近代 交 通 手 段 と “高 くそ び えて い る ビ ル” に出 会 うだ ろ う。 自動 車 と電 車 が 吐

く騒 音 も彼 女 の`近 代 的 な感 覚'を 刺 激 す る だ けで あ る。 また ，彼 女 は`ア ス フ ァル ト歩

道'を 見守 っ て くれ る “都 会 の幻 想 ” で あ る`街 路 灯'と そ の 下 を通 っ て い る`男 達 二

`モ ダ ンボ ー イ'達 と会 え る し
， そ の ア ス フ ァル トの 果 て に至 る と`近 代 都 会'の 展 示 場

で あ る 百 貨 店 の`シ ョー ウ イ ン ドー'の`ガ ラ ス'と 出 会 うの で あ る。`モ ダ ンガ ー ル'

は そ の ガ ラ ス の前 で`ク チ ビ ル'に 口紅 を差 す61)。

 絵 の 中 の 表情 もや は り顔 全 体 に`微 笑 み'を 浮 かべ て い る。`ア ス フ ァ ル ト舗 道'を 歩

い て い る`ア ス フ ァル トの 娘'の 後 ろ に は英 語 で`カ フ ェ'と 書 い て あ る 看 板 と`街 路

灯'が 見 え る し， 微 笑 み を 浮 か べ て 歩 い て い る彼 女 の 足 ど りは 軽 快 で あ る(画30)。 “軽

気 球 に乗 っ て い る” よ う な都 会 の イ メー ジ を覗 け るだ ろ う。 帽 子 をか ぶ っ た ま ま頭 を下 げ

て い る あ る紳 十 の顔 と重 な っ て描 か れ た 電 車 の 中 に い る 都 会女 性 の 顔 に もや は り`微 笑

み'が 浮 か んで い る。 彼 女 は車 窓 外 の 百 貨 店 の`パ ラ ソル'風 景 が 与 え て くれ る`都 会 の

夢 に夢 中 に な っ て い る。

 しか しそ の よ う な`夢'が`実 現'で き るの は きわ め て 少 な い 数 の “恩 寵 を受 け た群 ”

に過 ぎな い 。 “妻 を 思 い 出 し， 子 供 を思 い 出 す ” と`テ ー ブ ル 人 間'の`パ ラ ソ ル'の 夢

は文 字 どお り単 な る “気 の 毒 な 瞑 想 ” に過 ぎ な い。 “テ ー ブ ル の 上 ” に 置 か れ た`空 の薬

瓶 に飾 られ て い る “一 輪 の 花 ” の よ う に`幻 想 とい うの は 美 しい が ， そ の`幻 想'の

花 に は`根'が な い。 だか ら`臨 終 が 目の 前 にあ る “根 を失 っ た ” そ の 花 は ，植 民 地 近代

都 市 人 の`絶 望'的 な運 命 と とて も類 似 して い る。 そ の よ うな`絶 望'的 な都 会 人 の心 境

は， 窓 の外 に 開か れ る “じ り じ りと沸 き立 って い る コー ル ター ル の路 面 の 苦 悶 ” に比 喩 さ

れ る こ と もあ る62)。

 窓 の外 に あ る ア ス フ ァ ル トが 敷 か れ て い る都 会 の風 景 を眺 め る表情 が ，街 を歩 い て い る

女 性 或 は 電 車 の 車 窓 の 外 を眺 め て い る女 性 に 比 べ て か な り暗 く， ぶ す っ と して い る(画

31)。`近 代 の 夢'或 は`近 代 都 市 の ア ス フ ァ ル ト'の 幻 想 をい く ら現 実 に 運 ん で こ よ う と

して も， そ れ が 実 現 不 可 能 で あ る の を 認 識 して い る か らで あ る。30年 代 の 近 代 都 市 で あ

る京 城 の`夢'は そ の 実 現 を 邪 魔 す る`植 民 地'と い う現 実 に 阻 止 さ れ ， つ い に は`絶

望'へ と変 貌 して い くの が 分 か るだ ろ う。

61)「 ア ス フ ァ ル トの 娘 」 一1， 「軽 気 球 に乗 っ た粉 魂 群 』 一1， 〈朝 鮮 日報 〉，1934.1.1.

62) 「卓.ヒ花 の哀 歌 一 夏 の ア ス フ ァ ル トの 苦 悶」， 『夏 の 幻 想 』， 〈朝 鮮 日報 〉，1935.6.23.
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 2) 近代 公 園 の形 成  一`昌 慶 苑 と 漢 江 人 道 橋'

 ① 公 園 の形 成 と植 民 地 近 代 一.・`昌 慶 苑'と`南 山公 園'

 欧 米 で の 近代 公 園 とい うの は 中世 以 後 英 国の 王 侯 ・貴 族 が 所 有 ・独 占使 用 して きた 狩 猟

場 や 大 規模 な庭 園 を19世 紀 中盤 に 一 般 人 に公 開 した こ とか ら始 ま るの で あ る。 こ の 傾 向

は 次 々 に ヨー ロ ッパ 全 体 に広 が っ た。

 安 夕 影 の 漫 文漫 画 の 中 で もこ う した`京 城 の 都 市 化 過 程'と`近 代 公 園 の 形 成'の 連 関

性 を見 る こ とが で きる。 まず 東 京 ，京 都 ， 北 京 に 続 い て4番 目 に動 物 園 が 入 っ た`昌 慶

苑'へ 春 を迎 え て遊 び に来 たモ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ンボー イの 風 景 か ら見 て み よ う。

昌慶 苑 で夜 の花 見 が 盛 りに な る と， ま っ先 に 昌慶 苑 に走 って い く人 々は や は りモ ダ ン ガー

ル とモ ダ ンボ ー イ で あ る。 彼 らが 興 味 を持 って い るの は花 で は な く， 花 を見 に来 た 人 々 だ 。

短 い ス カ ー トに薄 い靴 下(ス トッキ ング)を 履 い た 足 を見 つ め るモ ダ ンボ ー イ達 ， 短 い杖

をつ い て 陰険 な表 情 で 追 って くるモ ダ ンボー イ達 に振 り向 い て 目で そ っ と笑 う 日傘 を持 っ

た モ ダ ンガ ー ル達63)， そ してそ の よ う な様 子 を黙 々 と見 下 ろ しなが ら歩 い て い る 伝 統 服 を

着 た年 寄 りの姿 の上 に， 桜 と電 灯 が ず ら りと並 ん で い る。

 しか しそ の よ うな`夜 の 花 見'が 格 別 日本 と朝 鮮 で の み そ ん な に大 騒 ぎだ っ た とい う こ

とは注 意 を引 く部 分 に違 い な い。 日本 の 首 都 で あ る東 京 で この よ うな`花 見'が 最 も盛 ん

だ っ た とこ ろ は`上 野 で あ る。 本 来 そ こ は江 戸 時 代 か ら有 名 な花 見 場 所 で あ っ た が ， そ

れが 明治 天 皇 の`近 代'を 演 出す る ため の 空 間 に変 わ った の は ， そ こに 博 覧 会 場 と共 に 動

物 園 と植 物 園， そ して競 馬 場 を建 設 す る過 程 にお い て 天 皇 の イ メー ジ を演 出 して か らで あ

る。 幕 府 との最 後 の 戦 い を した時 ， 燃 や され て しま った 上 野 の 野 原 に大 規 模 な 公 園 を造 成

し， 花 見 と一 緒 に 日本 の 資 本 主 義 の 始 ま りを知 らせ る博 覧 会 を開 催 して ， 新 た に 天 皇 の イ

メ ー ジ を浮 き出 させ る ため に努 力 した わ けで あ る64)。

 幕 府 が 終 わ っ た後 ， 新 しい 天 皇 体 制 の イ メー ジ構 築 の た め に上 野 動 物 園 と花 見 の 演 出 が

必 要 で あ っ た よ う に， 古 い 朝 鮮 の 王 朝 を終 えて 新 し く日本 天 皇 体 制 の 始 ま りを図 る た め に

は 昌慶 宮 の 昌慶 苑(公 園)化 は 必 ず 必 要 な こ とで あ っ た。1909年 動 物 園 が 開 設 され た 当

時 ， ス ンジ ョ ン(当 時 の 朝 鮮 の 王)を 参 加 させ ， 自分 の 宮 殿 を 自 ら取 り壊 す 役 割 を演 出 し

た後 ，1910年 に は名 も`昌 慶 苑'に 変 え て 桜 の 木 を大 量 に移 植 した だ け で は な く， 毎 年

春 の`花 見'シ ー ズ ンが や って くる と朝 鮮 の 宮 殿 を騒 が しい 娯 楽場 に す る演 出 が 要 求 され

た わ けで あ る。

 63) 「花見が 人見」， 『一 凵・一一画』 一6，〈朝鮮 日報〉，1930.4.12.

 64)吉 見俊哉，「都市の ドラマ トゥルギー ：東京 ・盛 り場 の社 会史」，弘門堂 ，1987，ppll8-132。
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 花見をする4月 の夜になると，昌慶苑には華やかな電灯が付けられ，昌慶苑の片隅には

大規模 な舞台が仮設される。 このような舞台の演出が 日本側か ら意図されたという事実は，

“げた友達の正直な舌を通 して叫ぶ声”で確認できるだろう(画32)
。“隠すべ き所だけ少

し隠した女達の足踊 り”を見ようとしている人々で舞台は見渡すか ぎり黒山のようになり，

昌慶苑の春は`夜 桜のレビュー'と “レビューガールの足”を経て`狂 乱の春 に化す

る65)。演出は大成功をおさめたわけである。

 南山公園が近所の日本人商業地域である本町と居住地である龍山に隣接 しているという

事実は，作品 「この姿あの姿 一4」の中の`自 動車 ドライブ 風景(画33)を 通 して確認

される。 この作品には植民地資本があふれている南村で`蕩 男蕩女'が お金をむやみやた

らに使っている様子の一断面がよく現れている。`自 動車 ドライブ'と いうこと自体が当

時 としては一般庶民達が真似 し難い風景だか ら，このようなドライブをする青春男女を見

つめる作家の視線は随分冷たい。“蕩男蕩女の発狂”，“気 まぐれで分別がない”，或は “自

動車運転手のハ ンドルを握っている手がぶるぶる震える”66)など表現が荒削 りなこと極 ま

りない。更に，憤怒に近い作家の視線は南山公園の周 りにある南山と龍山，つまりやたら

にお金を使ってしまう`南 村'に 焦点を合わせている。`近 代公園'と 植民性との関連を

推 し量ることがで きる一節なのである。

 ②`漢 江 人 道 橋'の 建 設 と近 代 経 験

 漢 江 に人 道 橋 が 始 め て架 設 され た の は1917年 で あ る。 ジ ュ ン ジ ドとノ リ ャ ン ジ ンの 間

の`大 橋'と ジ ュ ン ジ ドと漢 江 路 の 間 の`小 橋'に ， 各 々車 道 と左 右 歩 道 を架 設 し， よ う

や く 模 江 人 道 橋'が 建 設 され た の で あ る。 この よ うな 漢 江 人 道橋 が 架 設 され ， ま さに 京

城 は住 居 地 ・消 費 地 中 心 の 都 市 か ら工 業 都 市 的 な性 格 を持 つ 都 市 に 変 貌 す る こ とに な っ た

わ け だ が ， そ れ は 都 心 と， 工 場 が た くさん 入 っ て きた ヨ ン ドンポ ・ロ リ ャ ン ジ ンを 繋 げ る

役 割 を`漢 江 人 道 橋'が す る よ うに な っ た か らで あ る 。

 この よ うな 漢 江 人 道橋 が 始 め て 完 成 され る と， ソウ ル の 名物 と して 大 きな話 題 に な っ た

こ とは 言 う まで もな く， 夏 の夜 に は 装 飾 電灯 も点 け られ ，大 勢 の`見 物 人'達 を 呼 び寄 せ

た 。 木 や 石 で は な い 鉄 で 造 っ た そ の 長 い橋 の上 を 汽 車 や 渡 し舟 で は な く，歩 い て渡 れ る経

験 は ま さに 近 代 的 な 科 学技 術 に よっ て 生 み 出 され た新 しい近 代 的 な経 験 に違 い な い。 新 た

 65) 「脚，脚，脚! 目， 目， 目! 一1930年 夜桜 レビュー」，「… 日一画』 一9， 〈朝鮮 日報〉，

  1930.4.15.

 66) 「この姿あの姿』 一4，〈朝鮮 日報〉，1933.2.19，
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な形 の 近 代 公 園 が 誕 生 した の で あ る。

 漢 江 が 貧 しい庶 民 達 の 公 園 だ とい う事 実 は ， 往 復 バ ス 代 “十 銭 あ れ ば(行 け る)避 暑 旅

行 ” とい う事 実 か ら確 認 す る こ とが で き る。 春 の 昌 慶 苑 の`花 見 大 会'と 同 じほ ど京城 の

人 々 に人 気 が あ っ た もの は真 夏 の`漢 江 の 花 火 大 会'で あ る。 絵 の 中 の 漢 江 人 道橋 に は物

凄 く集 ま っ た人 達 で 鉄 橋 が 矢 の よ う に 曲が って 描 写 さ れ て い る(画34)。 漢 江 人 道 橋 が建

設 され， それ は “ソ ウ ルの 朝 鮮 人25-6万 人の 避 暑 地 ”67)にな っ て し ま っ た。 空 に 向 か っ

て うち上 が る花 火 を 一緒 に鑑 賞 で き る近 代 的 な経 験 が 可 能 な都 市 空 間 が 形 成 され た わ け で

あ る。

 漢 江 人道 橋 が 京 城 の 人 々の 公 園 と して 機 能 す る よ う に な った とい う事 実 は 「人 道橋 の 珍

しい風 景 」 とい う作 品 で も見 る こ とが で き る。 一・人 暮 ら しを して い る主 人 公 は 自分 の 宿 所

に戻 ろ う とす るが ， 退 屈 で そ の ま ま`漢 江 人 道 橋'に`散 歩'を しに 行 く(画35)。 会 社

か らの 帰 り道 に電 車 一 本 で 行 け る `散歩 空 間'が ， 間 違 い な く `漢江 人 道橋 で あ っ た 。

“お 金 が足 りな く” て “市 内 に 入 れ な い ”`イ ンテ リ達 或 い は 貧 しい 者'達 に と
っ て 安

い 費用 で簡 単 に`近 代 的 な遊 び(散 歩)'を す る こ とが で きる`都 市 空 間'が 形 成 さ れ た

わ け で あ る。

 他 の公 園 もそ うで あ るが ， 特 に恋 人 達 に最 も人 気 が あ った 場 所 は`漢 江'で あ っ た 。 作

品 「一・区域 に80銭 」 で の イ ンテ リ出 身 の 自動 車(タ ク シー)運 転 手 の 元 恋 人 が 車 に 乗 っ

た後 ， “静 か で ， 眺 め が よ く， 遊 ぶ の に い い と ころ ” に行 こ う と，`漢 江'と`清 涼 里'を

提 案 す る。 しか し “漢 江 は に ぎや か で 込 む か ら清 涼 里 に” 行 こ う68)と 誘 う。 恋 人 達 で 込

ん で い る`漢 江'よ りわ り と静 か な`清 涼 里'に 行 こ う と い うわ け で あ る。`漢 江'は い

つ もそ の よ うに恋 人達 で込 んで い た。

 2.近 代 文 化 の形 成 と 「流 行 」

 1) 西 欧文 化 の大 衆 化 と 「流 行 」

 “流 行 とい うの は社 会 を 化 石 か ら救 う も の ” で あ る。 安 夕 影 が 最 初 に描 い た1925年 の

〈時 代 日報 〉 の 漫 文 漫 画 の 初 め の 文 章 で あ る 。 前 近 代 的 な物 事 が`化 石'の よ う に 固 ま っ

て い る時 ， 所 謂`流 行'は そ の 化 石 に ひ び を入 れ ， そ の 亀 裂 を通 して`新 た な時 代'が 芽

生 え る とい う意 味 で あ る。 常 に 当時 の 論 客 達 か らモ ダ ンガー ル ・モ ダ ンボ ー イの`流 彳デ

は非 難 の対 象 で あ っ たが ， 流 行 自体 は`進 歩 的'だ とい う意 味 に な る。 しか し安 夕 影 は，

 67) 『納涼風 景』 一2，〈朝鮮 日報〉，1930.8.4.

 68) 「一一つの区域 に八十銭 」，『人生スケ ッチ』 一第2景 ，〈朝鮮 日報〉，1934.7.16.
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実 際 ，`流 行'を あ ま り大 目に 見 た 方 で は な か っ た。 常 に 号 令 す る よ う に`モ ダ ン ガ ー

ル ・モ ダ ンボ ー イ'を 叱 っ て い る。 まず ， 彼 の 作 品 「漫 画 で 見 た京 城 一1」 を見 て み よ う。

 `ソ ウル の 街'の あ る モ ダ ン ボ ー イ は “金粉 を塗 っ た本 を 蜘 蛛 の 足 の よ う な手 で 握 り締

め， 足 首 の ひ も を結 ば な い ま まで 履 い た ズ ボ ン に`レ イ ンコ ー ト'を 着 ，`桜'の 棍 棒 ”

を握 っ た`怪 しい 形 象'を して 呟 き なが ら歩 い て い る。作 家 は “ち ゃん と歩 け ” と叱 る が ，

`足首 の ひ も を結 ば な い ま まで履 い た ズ ボ ン'に`レ イ ンコ ー ト'を 着
，`恋 愛 詩'の 文句

を眩 き なが らふ らふ ら歩 い て い るモ ダ ンボ ー イ の`流 彳デ69)を 止 め る こ とは で き なか っ た。

モ ダ ン ガー ル の 短 い ス カー トと小 さい 日傘 の`流 行'も そ うで あ る が ， モ ダ ンボ ー イ の か

け た 鼈 甲製 の フ レー ム の 眼 鏡 や`ゼ ンベ ン帽子'の`流 行'も 急 激 に広 が っ た。

 ①`強 制 され た 欲 望 の 形 成 と 「映 画」

 安 影 夕 の 漫 文 漫 画 に現 れ た20年 代 末 ，30年 代 初 め の 京 城 で の 映 画 風 景 も優 美 館 ， 団 成

社 な ど四 つ の 映 画館 を通 した 映画 の大 衆 化 と深 く関連 して い る。 漫 文 漫 画 の 中， 京 城 の モ

ダ ンガ ー ル ・モ ダ ンボ ー イ は映 画 館 で愛 を語 り， 所 謂`流 行'を 共 有 して い る。

 劇 場 に は`婦 人席'が 別 に用 意 さ れ てお り， モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ン ボー イが … 緒 に座 っ

て愛 を分 か ち合 う こ とは で きなか っ た。 そ れ だ けで な く， そ の`婦 人 席'と い うの も映 画

館 が 最 初 に造 られ た時 は 閑散 と して い たが ， 次 第 に そ の 数 が 増 え ，27-8年 ご ろ に は “老

婦 人， 一 般 の婦 女 ， 妓 生 ， 女 子 学 生 ” で 婦 人 席 は ほぼ 満 席 に な り， そ の 中 の “性 に 目覚 め

始 め た女 子 学 生 ” が 婦 人 席 の 過 半 数 を 占め る よ う に な った70)。 作 品 「四 百 八 十 席 一五 年 間

の 中学 生 学 費」 の 文 と絵 の 中 の`婦 人 席'に も断 髪 の`女 子 学 生'達 が ぎっ し りと満 ち て

い る(画36)。 不 良 の よ う に見 え る男 子 学 生 達 は “一・ヶ月 七 百 ウ ォ ン” も す る学 費 で ，

“年 下 の女 の子 を魔 海 に誘 う” た め
，一 緒 に劇 場 へ 行 っ て ほ しい と願 う71)。

 そ れ が 大 恐 慌 が 終 わ った30年 に な る と， 映 画 館 で “10銭 で 映 画 が 見 られ る よ う に な っ

た が ， 閑 散 大 閑 散 ” の 状 態 で あ る。`婦 人席'の 場 合 は ， 特 に， い っ そ うひ どか っ た。 し

か し “婦 人席 に 女性 が 一 人 ” で も現 れ る と， 映 画館 の 中 はす ぐモ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ンボ ー

イ達 の愛 の 空 間 に 変 わ る。 映 画 は 見ず ，後 ろ に あ る上 層 の婦 人席 の モ ダ ンガ ー ル を見 る た

め に首 を伸 ば して 座 っ て い る モ ダ ンボ ー イ72)の 姿 か ら当 時 の 劇 場 空 間 の 風 俗(画37)を

69)

70)

71)

72)

『漫 画 で 見 た京 城 』， 〈時代 日報 〉，1925.11.3.

「劇 場 漫 談」， 〈別乾 坤 〉，1927.3.，pp 94-95。

「四 百八1'石 一5年 間 中学 生 の学 費」， 『ソ ウ ル行 進 』 一5， 〈朝 鮮 日報 〉，1928.11.6.

『晩 秋 風 景 』 一1， 〈朝 鮮 日報 〉，1930.10.26.

                147



充 分 読 み とれ る だ ろ う。

 モ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イ に，20年 代 後 半 ，特 別 な影 響 を 与 え た欧 米 の 映 画 は や は

りフ ラ ンス映 画`モ ンパ リ'で あ る。`ピ ル ニ ムエ テ イ ソ ン'と い う フ ラ ンス 人 の 俳 優 が

主 演 した この 映 画 は1929年5月24日 か ら`団 成 社'で 上 映 され ， “全 編 華 や か な天 然 色

(……)セ ンセ ー シ ョナ ル な 近 代 的 興 味(… …)世 紀 末 的 な 刺 激 と夢 幻 ” な ど と紹 介 され ，

`特別 大興 行 ワ3)を 果 た した
。

 この よ う な大 興 行 はす ぐそ の 夏 に`モ ダ ンガ ー ル'達 の フ ァ ッ シ ョ ンに 影響 を与 え た。

`ボ イル
， ブ ラ ンサ ， 銀 造 砂 ，麻 ，唐 黄 毛(全 部 衣 服 の材 料 と して の生 地 の 名)な ど蜘 蛛

の 糸 よ り も 目が 粗 くて'薄 い織 物 か ら`モ ダ ン ガー ル'の`体 が 全 部 す け て 見 え て し

ま っ て “街 を裸 で ” 歩 い て い る よ うで あ っ た そ う だ(画39)。 全 世 界 的 に “喝 采 を博 し

た ” そ の 映 画 は “まず 日本 で1 次 は朝 鮮 で ”大 ヒ ッ トした74)。 フ ラ ンス と 日本 と京 城 が

`モ ンパ リフ ァ ッシ ョ ン'を 通 して`モ ダ ンガ ー ル'の フ ァ ッシ ョ ン分 野 だ け は 少 な くと

も同 … の`近 代'に 到 達 して い る よ うに見 られ た。

 映 画 とい うメ デ ィア 媒体 は そ れ ほ ど`西 欧文 化'を 忠 実 に伝 え て きた`近 代'の 伝 道 師

で あ り， 一種 の`文 化 変動 を促 進 させ て きた主 体 で あ っ た。 メ デ ィア の ひ とつ の 媒 体 と

して 映 画 は 一種 の`体 制(シ ス テ ム)'化 され ，`近 代'と い う名 分 の も と に欧 米 の 資 本 主

義 を 文化 的 に完 成 させ る`メ デ ィア ク ラ シ ー'の 任 務 を忠 実 に果 た して き たの が 分 か る だ

ろ う。

 `ムー ラ ンル ー ジ ュ'或 は`モ ンパ リ'な ど欧 米 の`映 画 洗 礼'を 受 け た 京 城 の モ ダ ン

ガ ー ル ・モ ダ ンボ ー イ達 はそ うい う風 にす れ ば ， 自分 自身 が`最 先 端 に な れ る と思 っ

た75)。 映画 で見 られ る`西 欧 的 な'文 化 で 自分 を装 う時 こそ ， よ うや く最 も`近 代 的'で

あ り得 る と彼 らは考 え た わ けで あ る。 欧 米 の 映 画 は植 民 地 で あ る朝 鮮 の モ ダ ン ガー ル ・モ

ダ ンガ ボ ー イ達 に西 欧 文 化 の 流 行 ， つ ま り西 欧 文 化 に対 す る欲 望 を強 制 す る し くみ で あ っ

た。

② 近 代 音 楽 と 「ダ ン ス」 の 大 衆 化

フ ラ ン ス映 画 の`モ ンパ リ'は`音 楽'と して も京城 の モ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イに

73) 団 成 社 で 上 映 され た映 画`モ ンパ リ'に 関 す る 新 聞 広 告 は ，優 美 館 の`曲 芸 団'広 告 と一 緒

 に1929年5月27日 字 の 〈朝 鮮 日報 〉 に掲 載 され て い る(画38)。

74) 「モ ンパ リ裸 女 」， 『夏 の 風 情 』 一2， 〈朝 鮮 日報 〉，1929.7.27.

75) 「花 見 が 人 見 」， 『.一日一・画 』 一6， 〈朝 鮮 日報 〉，1930.4.12.
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広 く歌 わ れ て い た 。`蓄 音 機'の 普 及 に伴 っ て 欧 米 の 音 楽 は 日本 の 音 楽 と共 に ， カ フ ェ ・

料 理 店 を越 え て 一般 の家 庭 に も広 まっ た。 家 々 に`蓄 音 機 をつ けて ， この よ う な歌 を合

唱 す る風 景 を描 い た作 品 「女 性 宣 伝 時 代 が や って くる と 一6」 と 「家 々 に君 恋 し」 を 見 て

み よ う。

 モ ダ ン ガー ル達 は “い まに も崩 れ そ うな草 屋 で も”`モ ンパ リ'と い う歌 を歌 い ， “朝 鮮

の ソ ウル に座 っ て い な が ら も`東 京 行 進 曲'を 力 強 く歌 い ，`人 妻'で あ りな が ら も`君

恋 し'と い う若 い恋 人達 の歌 を歌 う76)。欧 米 と 日本 の 歌 が 都 市 京 城 を覆 った わ けで あ る。

絵 は 歌 声 が よ り遠 く まで響 く よ うに`屋 根'と`壁 に穴 をあ けて`拡 声 器'を 設 置 し，

`モ ンパ リ'
，`東 京 行 進 曲'，`ベ ニ ヤ の娘'，`君 恋 し'の よ う な欧 米 と 日本 の 歌 を 一 晩 中

大 きい声 で歌 っ て い る様 子 で あ る(画40)。

 も ち ろ ん外 国 映 画 の 主 題 歌 だ け が レ コ ー ド化 され た わ け で は な い 。1927年 に 大 成 功 を

お さめ た朝 鮮 の劇 映画 〈落下 流 水 〉 の主 題 歌 で あ る`落 下 流 水'も や は りレ コ ー ドが 出 て

大 ヒ ッ トを飾 っ た。 歌 の`落 下 流 水'は 京 城 だ けで な く， 北 の 方 は ウ ィ ジ ュ， 南 の 方 は ジ

ン ジュ ， ク ンサ ンに至 る まで全 国 的 に広 く歌 わ れ た。

 一 名`江 南 の 月'と い わ れ た 歌 で あ る`落 花 流 水'は ， 当 時 の`弁 士'(当 時 の 映 画 解

説 者)と して 京城 で 一番 有 名 な キ ム ・ソチ ョ ン77)(本 命 は キ ム ・ヨ ンフ ァ ン)が 作 曲 ・作

詞 した ， 映 画 〈落花 流 水 〉 の主 題 歌 で， イ ・チ ョ ンス クが 歌 っ た。 当時 の 朝 鮮 映 画 の 中 で

は ，1926年 朝 鮮 キ ネ マ で 作 っ た ナ ・ウ ンギ ュ ウの 映 画 〈ア リ ラ ン〉 の 主 題 歌 を李 サ ンス

クが 歌 っ て ヒ ッ ト した こ と78)を 除 く と， 映 画 も歌 も全 て成 功 した の は 映 画 〈落 花 流 水 〉

だ け で あ っ た79)。

 歌 は “妓 生 の 口 か ら も，紳 士 の 口 か ら も，淑 女 の 口か ら も， もうす ぐ結 婚 式 に 出 よ う と

華 や か に化 粧 を して い る お嫁 さん の 口 ” か ら も， そ して乞 食 ， 文 士 ， 阿 片 中毒 者 ， 旅 館 の

女 中 ， 人 妻 の 口 に至 る まで ，全 国津 々浦 々 の男 女 老 少 を 問 わず ， 皆 に歌 われ て い た。 しか

し これ を見 つ め る作 家 の視 線 は あ ま り気 に 入 って い な い よ うで あ っ た 。 男 女 の 恋 の 歌 を

“ま だ髪 の 毛 も黄 色 で
， ま と も に話 もで き ない 子 供 達 が 手 を繋 い で 涙 ぐん だ 目を 幽 か に閉

 76) 「女性宣伝時代が くるな ら』 一6，〈朝鮮 日報〉，1930.1.19.

 77) キ ム ・ソチ ョンは`落 花流 水'以 外，`3人 の友達 `江南燕'`春 の歌'等 を作 曲 したが，

  `落花流水'の ように大 ヒッ トで きなかった。

 78) `アリラン'は 歌，映画，演劇， ダンス曲等多様なんで，歌はキム ・ヨンシルが先に歌ったが，

  映 画`ア リラ ン'の 主 題 曲 は イ ・サ ンス クが 歌 っ た。(イ ・ソ グ， 「朝 鮮 の 流 行 歌」，『春

  秋』，1941.4.)

 79) イ ・ヨンミ，前掲書，pp 263-5。
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じて 吟 ず る もの ” と慨 嘆 す るだ け で あ る80)。`子 供 達 にふ さわ しい 歌 を作 れ ない ， “詩 人

が い ない 朝 鮮 ” を恨 ん で い る。惜 しが っ て い る そ の よ うな 表情 は絵 に もよ く現 れ て い る。

子 供 達 の 目線 に 自分 の 視 線 を合 わ せ る た め ， 道 に そ の まま座 っ て小 さ な`子 供'達 の 口 の

形 を じっ と見 て い る作 中 話 者 の 表 情 は か な り暗 くて深 刻 で あ る(画41)。

 朝 鮮 の`近 代'歌 謡 が 冂 か ら口 に伝 わ り， 朝鮮 八 道 の全 て の 階 層 に広 く歌 わ れ る よ う に

な った20年 代 後 半 に至 る と，植 民 地 で あ る朝 鮮 の 近 代 文 化 も次 第 に定 め られ ， 自分 な り

の ア イデ ンテ ィテ ィー を確 立 して い く よ うに な る。

 欧 米 の 音 楽 が`大 衆 化'し なが ら`ダ ンズ も流 行 り始 め た が ，`ジ ャ ズ'に 合 わ せ た

ダ ンス や`チ ャー ル ス トン'の よ う な もの が 間違 い な くそ れ で あ る。 米 国 で1910年 代 以

後 ， 黒 人 を中 心 と して流 行 っ た`ジ ャズ'の よ う な 欧米 の音 楽 と これ に合 わせ た ダ ンス は

植 民 地 で あ る 朝鮮 に 入 っ て20年 代 末 か ら所 謂`大 衆 文 化'の 形 成 と共 に ず い ぶ ん流 行 り

始 め た が ， これ は`欧 米'文 化 な ら無 条 件 新 し く，`モ ダ ン'な る もの で あ る と憧 れ た 当

時 の風 潮 と も無 関係 で は な い だ ろ う。

 `ジ ャ ズ'だ けで な く`チ ャー ル ス トン'も30年 代 初 め か な り流 行 った が ， 作 品 「1931

年 が や っ て くる と 一2」 を 見 れ ば ， 当 時 の モ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イ達 に お い て “顔 の

選択 ， 肉体 美 の 選択 ” よ り`チ ャ ー ル ス トン'を どれ くらい 上 手 に踊 れ るか とい う こ とが

まさ に美 の尺 度 で あ っ た とい う こ とが 分 か る だ ろ う。 だが ， この よ う な ダ ンス の 流 行 を見

つ め る作 家 の視 線 は あ ま り友 好 的 で は な い。 絵 か ら見 られ る よ う に(画42)`チ ャ ー ル ス

トン'を 踊 っ て い る モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ンボー イ は これ か ら は “家 を ス プ リ ン グの 上 に建

て ， ス プ リ ング で家 具 を作 らな け れ ば” な ら ない よ う に な ろ う と述 べ て い る。 よ りリズ ム

感 が あ る よ う に踊 る た め に`ス プ リ ン グ の 家 が 必 要 だ と い う意 味 で も あ る が ， モ ダ ン

ガ ー ル ・モ ダ ンボ ー イ の音 楽 の 音 と ダ ンス の せ い で か な りう る さい とい う不 満 もそ の 中 に

は 内包 さ れ て い る。 絵 の 中の モ ダ ン ガー ル は短 い ス カー トに， 上 半 身 裸 で ダ ンス を踊 っ て

い る。`チ ャー ル ス トン'が`浅 薄 な'ダ ンス だ とい う作 家 の 視 線 を 見せ て い る一 節 で あ

る。 しか し彼 ら を非 難 す る， よ り根 本 的 な理 由 はモ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イの 非民 衆 的

な態 度 で あ る。 “ぼ ろ を ま とい飢 え て い る 人 々が 目に入 る だ ろ うが ，`チ ャー ル ス トン'を

踊 る こ と だ け” しか 分 か ら ない 彼 ら81)の 態 度 を指 摘 して い るわ け で あ る 。

 `ダ ンズ や`ブ ルー ズ 或 は`ワ ル ヅ に 対 す る作 家 の 態 度 もや は り同 様 で あ る。 生

活 が 豊 か な人 々だ け で な く， お 金 が ない 人 々 まで ， 当 時 の京 城 人 の大 多 数 が`ダ ンズ や

 80) 「詩人がい ない地 一燕ついて江南へ行 った」，「漫画散歩』 一4， 〈朝鮮 日報〉，1928.10.16.

 81) 「一・九三 一が来 るなら』， 〈朝鮮 日報〉，1930.11.20.
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`ブル ー ズ
、に 陥 り，堕 落 と狂 乱 に 巻 き込 ま れ て い る と見 て い る の が 作 家 の 視 線 で あ る。

安 夕 影 の 漫 文 漫 画 で`ダ ンズ や`ブ ル ー ズ は`チ ャー ル ス トン'よ りい っ そ う堕 落 し

た踊 りと見 な され て い る。 これ は ， そ の よ う な踊 りを 主 に`カ フ ェ'で は な け れ ば ，`料

理 店'の よ う な遊 興 施 設 で 踊 って い る とい う事 実 と も無 関係 で は な い。

 こ の よ う な`ダ ン ズ は， しか し`カ フ ェ'や`料 理 店'か ら`家 庭'に 広 が り， お 金

が な くて 内装 もで き な い 人 々が “物 凄 く高 い 値段 の 蓄 音 機 を買 って ， 絹 の靴 下 を破 りな が

ら”踊 る こ と もあ る82)。 ドア， 壁 だ けで は な く， 床 ， 窓 まで 全 て が壊 れ た り破 れ た りして

い る(画43)。 あ ち こ ち破 れ て い る床 の 上 で 高 い`絹 の 靴 下'を 履 き，踵 を立 て た ま ま女

の 人 は 両 目をつ ぶ り，`男'は 女 の 人 の 腰 を抱 い て踊 りに熱 中 して い る。 ペ ンの 線 は厚 く

て粗 い の で ， 部屋 の 中 の 荒 涼 を生 か す の に適 して い る 。`蓄 音 機 だ け が 彼 らの踊 り にふ

さわ しい 唯 一の背 景 で あ る。

 `生活'も 忘 れ ，`ダ ンズ に熱 中す る ほ ど， 欧米 の音 楽 とダ ンス は京 城 の 人 々の 日常 に

深 く浸 透 して い る。`ダ ン ス'，`ブ ル ー ス'，`ジ ャズ'の よ う な 欧 米 の 踊 りは大 衆 化 さ れ，

そ の 大 衆 化 の 速 度 に 比 例 して 西 欧 文 化 は 日本 を経 由 し，急 速 に植 民 地 で あ る朝 鮮 に伝 播 し

て きた 。 メデ ィア の 力 と流 行 の 誘 惑 は ， 資 本 主 義 文 化 が もた ら した ， よ り多 くの西 欧文 化

商 品 の 消 費 を植 民 地 で あ る朝 鮮 に 強 要 し始 め た わ け で あ る 。

③ 近 代 的`見 るべ き物'と`規 律 と して の 「ス ポ ー ッ」

 大 韓 帝 国 末 期 に 外 国 を た び た び 行 き来 し な が ら通 訳 を して きた 訳 官 達 を 中 心 と して

1896年`大 韓 サ ッカ ー倶 楽 部'が 造 られ て 以 来 ， サ ッカ ー を は じめ と して(画44一 「わ

が サ ッカ ーチ ー ム と早 稲 田大 学 サ ッカ ーチ ー ム」， 〈朝 鮮 日報 〉，1929.9.8.)多 様 なス ポ ー

ツが新 しい近 代 的 な遊 び と して 定 着 しは じめ た 。`身 体'よ り 精 神'を よ り重 視 して き

た前 近代 的 な イデ オ ロ ギ ー の下 に常 に冷 遇 され て きた`肉 体'が ， 近 代 文 化 の 流 入 と共 に

よ うや く浮 き彫 りに され は じめ た わ け で あ る。

 `ス ポー ヅ は もち ろ ん 男 性 だ け の 占 有 物 で は な か った 。 京 城 の`モ ダ ン ガー ル'達 も

“京 城 グ ラ ウ ン ドで 何 か 運 動 ” が 行 わ れ る と した ら
，`無 料 券'を も らっ て必 ず 見 に行 く。

モ ダ ン ガ ー ル 達 は “ス ポ ー ツ に 対 して だ け は 常 識 が な い と駄 凵 だ” と考 え て い た 。`ス

ポ ー ヅ と い う の は既 に 一 つ の`モ ダ ン'文 化 と し て 認 識 され て い た し， さ ら に`流

行'っ て い た 。

82) 『この 姿 あの 姿 』 一2， 〈朝 鮮 凵報 〉，1933.2.18.
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 京 城 の`モ ダ ン ガ ー ル'は`ラ グ ビー'だ け で な く，`ボ ク シ ング'に も夢 中 に な っ て

い た。 “ソ ウル に 来 て 多 賀 君 を苦 しめ た`ダ ン ス チ ュ ワー ド'君 の 獣 臭 い に お い ” 肉 体 に

憧 れ もす る83)。`ス ポ ー ヅ 練 磨 を通 して ，健 全 な肉 体 に健 全 な 精 神 を込 め ，規 則 を守 り，

自分 の 体 を鍛 え るの で は な く，`ス ポ ー ヅ が 一 つ の`近 代 的 な 見 るべ き物 と して の 意

味 を持 ち は じめ た わ け で あ る。`拳 闘'の 試 合 や`ボ ク シ ン グ'の 試 合 を 見 な が ら， 前 近

代 的 な社 会 で は 全 く見 る こ とが で きなか っ た， 裸 の 原 始 性 の 肉体 が 与 え る衝 撃 を彼 らは 充

分 享 有 した 。 “婦 女 達 も`リ ン グサ イ ド'で 拍 手 を し”， “獣 臭 い に お い`ペ リ カ ンの羽 み

た い な 肉体 に惚 れ て しま って ” た ま ら な くな った の で あ る。

 京 城 の モ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イ達 は もち ろ ん`見 る こ と'と して の ス ポ ー ツ に だ け

満 足 した わ け で は な い。 “家 の 中 か ら少 し動 け ば行 け る 台 所 を， 寒 いか ら と， 部屋 の 中 で

ご ろ ご ろ しな が ら， と ば っ ち り を食 っ た 兄 嫁 ば か り こ き使 う”， そ ん な モ ダ ン ガ ー ル も

“大 通 りに 出 る と
， 横 に ス ケ ー トを抱 え て 行 っ た り” “男 と会 っ て 電 車 で ス ケ ー ト場 に 行

く” た め に電 信 柱 の 下 で 誰 か を待 っ て い た り して い る姿(画45)を よ く見 か け る。 男 性

の 占有 物 で あ っ た`運 動 を単 に`見 る こ と'だ け で な く， 女性 も直接`行 え る'よ うに

な っ た わ けで あ る。

 `スケ ー ト靴'を 履 き，`サ ッカ ー'を し，`拳 闘'を しな が ら， の さ ば っ て い た モ ダ ン

ガー ル ・モ ダ ン ボ ー イ 達 の 都 市 で あ る 京 城 は “若 者 の都 市 ” で あ る。 したが っ て
，`体 を

鍛 えで 都 会 の心 臓 の 上 で力 強 く踊 れ る よ うに す る た め に は “ス ポ ー ツ を普 遍 化 す べ き

だ ” とい うの が彼 の 主張 で あ る。

 近代 とい うのが 日常 に入 っ て くる前 に は， 女 性 達 が “ス ケー ト靴 を履 き， 短 い ス カー ト

を は い て走 る こ とは” 考 え られ なか っ た。 女 性 も身 体 を鍛 え るべ きだ とい う`肉 体'に 関

す る新 た な観 点 を ス ポー ツ は投 げ か けて くれ た わ け で あ る。

 “ス ポ ー ツ を普 遍 化 す るべ きだ ” と彼 が 述 べ る他 の 理 由 は ， 所 謂 “ス ポ ー ツ精 神 ”84)の

た め で あ る。 ボ ク シ ン グで “ノ ック ア ウ トされ て も再 起 しろ とい う精 神 ”， そ れ だ け で は

な く所 謂`フ ェ ア プ レー'で 代 弁 され る`規 律 と原 則'を 守 ろ う とす る`ス ポ ー ツ精 神'

は 近 代 的 な 人 間 を 形 成 す る の に必 ず 備 え るべ き徳 目だ とい う のが ス ポ ー ツ を見 る彼 の 視 線

で あ る。 啓 蒙主 義 者 と して の安 夕 影 の面 貌 を確 認 す る こ とが で き る一 節 で あ る
。

 だが ， モ ダ ンガ ー ル ・モ ダ ン ボー イ達 の そ の よ う な`体 を鍛 え る行 為'は 結 局 “気 の毒

83) 「ア ス フ ァル トの娘 」 一2，『軽 気 球 に乗 っ た粉 魂 群 』 一2， 〈朝 鮮 日報 〉，1934.1.13.

84) 「ス ポ ー ツ の 普遍 化 」 一2，『筆 馬 に乗 っ て』 一8， 〈朝 鮮 日報 〉，1933.11.19.
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で ， 無 駄 な 努 力 ”85)とい う修 飾 語 に帰 結 さ れ て し ま う。 既 に 職 業 化 ・商 業 化'さ れ て し

まっ た`ス ポ ー ヅ が 横 行 して い る 中 に ，都 会 の影 か ら顔 を背 け た彼 らの見 栄 の行 為 は，

一種 の “歓 楽 ” に す ぎな い た め で あ る
。

 2) 西 欧 文 化 に向 か う二 つ の 視 線

 ①`美'的 基 準 と して の`近 代 ・西 欧 型 の 人 間 「白 色」 と 「流 線 型 」

 これ ら西 欧 文 化 に向 か う視 線 は もち ろ ん 同 一 で は な い 。 欧 米 型 美 の 基準 で あ る`白 色'

と`流 線 型'は`美 的 基 準'と して 認 識 され る一 方 ， ヤ ンキ ー 文 化 全 般 に対 す る拒 否 感 も

や は り湧 き上 が って い た。 この 中 で 前 者 に当 た る`自 い もの'は`美 し さ'と 同 義 語 だ と

言 え る 半 面 ， 黒 い もの'は`美 し ざ の 正 反 対 点 に位 置 す る`醜 い もの'を 意 味 す る 。

人 を表 現 す る場 合 ，`白 人'は 美 し さ の象 徴 で ，`黒 人(ニ グ ロ)'は 美 し く ない も の を 象

徴 す る代 名 詞 に な って しま っ た。 漫 文 漫 画 「1931年 が や って くる と 一2」 と 「女 性 宣 伝 時

代 が や って くる と 一4」(画46)の よ う な作 品 で モ ダ ンガ ー ル が 持 っ て い る 看 板 の 宣 伝 文

句 の 中 で ，`ニ グ ロ'は 最 も`醜 い もの'を 代 表 し，`白 い もの'即 ち欧 米 の 白人 は 美 しい

もの で形 象 され て い る。

 もち ろ ん時 々`白 色'は`近 代'・の 否 定 的 な側 面 を ，`黒 色'は 近 代 の 肯 定 的 な側 面 を

現 す 色 と して描 写 され る こ と もあ る。 作 品 「黒 顔 と白猫 」 で`白 色'は ブ ル ジ ョアや ブ ル

ジ ョア に 寄 生 して暮 ら して い る 方 を ，`黒 色'は プ ロ レ タ リ ア を現 す 色 と して 各 々 象 徴 さ

れ て い るか らで あ る。 そ れ に もか か わ らず ，肯 定 の対 象 で あ ろ う と否 定 の対 象 で あ ろ う と，

`白色'が`近 代 美'の 尺 度 とい う事 実 に は疑 う余 地 が ない
。`西 洋 女 優'の よ うな女 性 で

あ ろ う と`色 目 を遣 って 暮 ら して い る 女性'で あ ろ う と，彼 らが皆 最 も`欲 望'し て い る

こ と は， 最 も近 代 的 な人 間 ， つ ま り`西 欧 白 人'に 一・番 近 い姿 に な る こ とで あ る。

 西 欧 型 美 人 の 基 準 に合 う `白色'が 一 つ の 美 的 基準 に な っ た よ うに ， 欧 米 の科 学 技 術 が

生 み 出 した`速 度'も や は り， 京 城 の モ ダ ン ガー ル ・モ ダ ンボ ー イ に は また 別 の`美'の

基 準 に な っ た(画47  「標 準 が 変 わ っ た 美 男 美 女 」， 『流 線 形 時 代 』 一3， 〈朝 鮮 日

報 〉，1935.2.5.)。 この 時 ， 近 代`美'の 基 準 と して の`速 度'を 造 形 的 に 形 象 化 し た の

は`流 線 形'で ， この よ う な美 的 基 準 を人 間 に適 用 す る場 合 には`流 線 形'人 間 と呼 ば れ

て い た。 漫 文 漫 画 「砲 弾 と現 代 の 恋 人」 の よ う な作 品 で は，`速 さ'で 表 象 され る`速

度 を命 と して い る`ス ポー ツマ ン の 流 線 形 の ス タ イ ル に対 す る礼 賛 を述 べ る こ と もあ

85) 『都 会 点 景 』 一2， 〈朝 鮮 日報 〉，1934.2.8.
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る 。

 ②ヤ ンキー文化に対する拒否

 だが，ヤンキー文化全般に関する拒否感もやは り強い。“欧米のある大学の傍聴席の片

隅に座 り，居眠 りして帰ってきた友達”のでたらめなヤンキー文化の行為は漫文漫画 「ヤ

ンキーになるところだった一`オ ーライ'国 の人万歳」(画48)や 「1931年がやってく

ると一4」のような作品で厳 しく批判されていた。`あ る洋食店'で の食事風景もそうであ

るが，結婚を先においた，例えば，でたらめな留学生達の`文 化住宅'好 みに対する非難

がそれである。西欧文化に夢中になって しまった，でたらめな欧米留学派である知識人達

を批判 している作品以外に，植民地である朝鮮を訪問したヤンキーに対してより直接的な

拒否反応をした作品 もある。作品 「ヤンキーレビュー団の仮装行列」或は`世 界漫遊飛

行'し たついでに朝鮮に寄ったヤンキーの 「世界漫遊飛行」に対する批判がこれに該当す

るだろう。

 植民地的な近代都市である `京城'の 日常はこのように重層的である。消費空間や近代

公園は言うまでもなく，映画 ・音楽 ・ダンス ・スポーツ ・ファッションに至るまで京城の

全ての近代文化は二重的で，この ような歪曲された重層性は全的に近代都市である`京

城'の 植民地的な性格に根拠するものである。

VI.終 わ り に

 本稿は1920年 代後半と1930年 代前半の`植 民地的な近代'都 市である京城の様々な日

常生活の風景を描いた安夕影の漫文漫画に関するジャンル的特性とその美的特質について

探ってみたものである。まず漫文漫画というのは`文'と`画'が 結合したジャンルであ

る。 しか し漫文漫画を単なる`文'と`画'と の`関 係的構成物'と してのみ理解するこ

とは，`漫文漫画'が 持っている社会歴史的な性格 を正確に分かったわけにはいかないの

である。`時事漫画'が 許されなかった社会歴史的な条件 との妥協として，30年 代の都会

の風景を中心 とした`漫 文漫画'と いうジャンルは生成 ・発展 してきたわけである。

 安夕影の漫文漫画に描かれている風景は1920年 代末か ら，30年 代初めの`植 民地近

代'都 市である京城のそれである。彼は，特に，近代への誘惑を強 く促す博覧会や百貨店

でそれを感 じるが，同時にそれが持っている植民地的な限界を感知することもある。植民

地である朝鮮での需要創出のため，日帝が行った多様な近代化政策と，それがぶつかった
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貧弱な需要の壁に彼の関心は集中する。しかしそれだけではない。植民地的な近代秩序を

維持 ・温存するため，一・定の規律下で対象化された主体が，その規律の内面的な方式或は

外圧的な方式によって懐けられていく風景を彼は形象化するのである。

 対立する近代主体は分明な何種類かのコー ドでキャラクター化されることもある。この

ような現象はブルジョアを形象化する時，より際立つようになる。彼はまた別の近代主体

であるモダンガールとモダンボーイのファッションと，特にモダンガールの`寄 生性'を

問題とする。

 このようなモダンガール ・モダンボーイと互いに対立する階級階層間の日常 というのが

置かれている場所は植民地的な近代都市である `京城'だ 。植民地の首都である `京城'

は近代と前近代が共存する空間であり，また`幻 想'と `絶望'が 共存する空間でもある。

これを安夕影は`ア スファル ト'の イメージで形象化 している。植民地的な近代都市であ

る `京城'の 日常はこのように重層的である。消費空間や近代公園は言 うまでもなく，映

画 ・音楽 ・ダンス ・スポーツ ・ファッションに至るまで京城の全ての近代文化は二重的で，

このような歪曲された重層性は全的に近代都市である`京 城'の 植民地的な性格に根拠す

るものである。
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